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● ご使用の前に、この「ユーザーマニュアル」をよくお読みのうえ、内容を理解してからお使い 
ください。 
お読みになったあとも、本装置のそばなどいつも手元において、大切にお使いください。  

 
このユーザーマニュアルは、FNX0710 システムバージョン V3.1.0以降について説明したものです。

 

● ユーザーマニュアルに記載されている内容は、予告なしに変更する場合があります。 

● ユーザーマニュアルの内容につきましては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、

記載もれなどお気付きの点がございましたら、巻末の問い合わせ先までご連絡ください。 

● 本装置の製造に直接かかわるものを除き、本書の記述および本装置に依存することによって直

接的／間接的に生じた損害については、責任を負いませんので、予めご了承ください。 

● ユーザーマニュアルに記載されている製品名はそれぞれの販売元あるいは製造元の登録商標で

す。 

● ユーザーマニュアルで使用している図は、一部イメージを使用しておりますので、実際とは異

なる部分があります。 

● 本装置は日本国内用に設計されています。海外ではご使用になれません。 

This equipment is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country.

● 本装置は外国為替および外国貿易法による規制貨物(又は技術)に該当するため、輸出するとき、

又は国外に持ち出すときは、同法に基づく許可が必要です。 
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• 本書の構成と使い方 
  この度は、Fleboダイヤル FNX0710をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

  本書では、本装置をお使いになる前に知っておいていただきたいことを説明しています。 
 

• 本書の読者と前提知識 
  本書は、ネットワークに関する基本的な知識を持っている方、あるいはネットワーク管理者を対象 

としております。 

 

• Ｗｅｂブラウザ環境について 
・本装置はWebブラウザーで設定の変更や確認を行うことができます。 

Webブラウザーは下記のバージョンに対応しています。 

< Windows® Vista > 
※Microsoft ® Internet Explorer version 7.0 
< Windows® XP/ 2000  > 
Microsoft ® Internet Explorer  version 6.0 以上 

※ Microsoft ® Internet Explorer 7.0 で動作確認をおこなっております。 

 

     ◎ 本書説明している表示画面についてはお使いの OS や Web ブラウザーのバージョンにより異なります。 

     ◎ お使いの Web ブラウザーの設定により本書に書かれている操作を行っても、以前に保存した内容が表示すること 

があります。 

     ◎ 回線・ネットワークの状況によって設定内容は Web ブラウザーに表示するまで時間がかかることがあります。 

      

• 本書における商標の表記について 
・フレッツ,フレッツ・ＡＤＳＬ,Ｂフレッツ,フレッツ・光プレミアム,フレッツ・ドットネットは、 

西日本電信電話株式会社、東日本電信電話株式会社の登録商標です。 

・Microsoft Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

・Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 

 



 
 

 

安全にご使用いただくために必ずお守りください 
 

本装置のご使用にあたって、まず本ユーザーマニュアルをお読みください。基本的な取り扱い方法

をご理解いただけます。また、このユーザーマニュアルは、人身への危害や財産への損害を未然に

防ぎ、本装置を末永く安全にお使いいただくために、守っていただきたい項目を示しています。 

その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文をお読みくだ

さい。 

 

 
警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または、重傷

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可能性

が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示し

ています。 

お願い 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、本装置の本来の性

能を発揮できなかったり、機能停止をまねく内容を示しています。
 

 

警告 

本装置を安全にお使いいただくために、必ずお守りください。正しく使用しな

い場合、死亡や重傷など、人体への重大な障害をもたらすおそれがあることを

示します。 
 

本体を改造しない．．． 

本機を改造しないでください。火災、感電および故障の原因になります。 
 

本体を分解しない．．． 

本体を分解しないでください。火災や感電および故障の原因になります。点検、修理が必

要な場合には、本書に記載の問い合わせ先までご連絡ください。 
 

濡れた手での操作はしない．．． 

濡れた手で本体や電源アダプタ、電源プラグにはふれないでください。感電、故障の原因に

なります。 
 

電源プラグは正しく差し込む．．． 

電源プラグを差し込む際には、電源プラグの刃および刃の取り付け面にほこりなどが付着し

ていないか確認し、ガタツキがないよう根元まで確実に差し込んでください。 

また半年から１年に１回は電源プラグにほこりが付着していないことを確認してください。

接続が不完全な場合やほこりなどが付着している場合は、故障、感電、火災の原因になります。

なお、点検に関しては巻末の問い合わせ先にご相談ください。 
 

電源コードの取り扱いは丁寧に．．． 

電源コードを傷つけたり、無理な力を加えたり、加工したりしないでください。 

また、重い物を乗せたり、机などの引出しに挟んだり、引張ったり、無理に曲げたり、ねじった

り、加熱したりしないでください。電源コードが破損し、故障、火災、感電の原因になります。

その他のケーブルも同様です。 
 

指定された電源アダプタ以外は使用しない．．． 

指定の電源アダプタ以外は、絶対に使用しないでください。火災や故障の原因になります。

使用する電源アダプタについては、本書の「１．製品の構成」をご覧ください。 
 

電源アダプタは本装置以外には使用しない．．． 

付属の電源アダプタは、本装置以外には絶対に使用しないでください。火災や火傷、変形、故

障の原因になります。 
 

指定された電源電圧以外で使用しない．．． 

表示された電源電圧以外の電圧では、絶対に使用しないでください。火災や故障の原因になります。
 

 



 
 

 

安全にご使用いただくために必ずお守りください 
 

 

警告 

本装置を安全にお使いいただくために、必ずお守りください。正しく使用しな

い場合、死亡や重傷など、人体への重大な障害をもたらすおそれがあることを

示します。 
 

発煙や異臭などの異常状態が発生したら．．． 

万一、製品から発煙、異臭、発熱、異常音などの異常状態が発生した場合には、電源アダプタをコ

ンセントから抜いてください。異常な状態のまま使用すると火災、感電の原因になります。 
 

破損したら．．． 

万一、製品を落としたり、破損した場合には直ちに電源アダプタをコンセントから抜いて運転を停

止してください。そのまま使用すると火災、感電の原因になります。 
 

水が装置内部に入ったら．．． 

万一、内部に水やコーヒーなどが入った場合には直ちに電源アダプタをコンセントから抜いて

運転を停止してください。そのまま使用すると火災、感電の原因になります。 
 

異物が装置内部に入ったら．．． 

万一、本体に金属類や燃えやすいものなど異物が入った場合には直ちに電源アダプタをコンセ

ントから抜いて運転を停止してください。そのまま使用すると火災、感電の原因になります。
 

装置上に物を置かない．．． 

装置の上に花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水の入った容器、または小さな金属片を

置かないでください。こぼれたり、中に入った場合、火災、感電の原因になります。 
 

装置を積み重ねて設置しない．．． 

装置を積み重ねて設置しないでください。本装置、あるいは他の装置を積み重ねて設置した

場合、過熱し故障、火災の原因になります。 
 

たこ足配線はしない．．． 

テーブルタップや分岐コンセント、分岐ソケットを使用した、たこ足配線はしないでくださ

い。火災、感電の原因になります。電源については、本書「9.1 仕様」をご覧ください。 
 

油、湯気、ほこり、可燃ガスが漏れる恐れがあるところで使用しない．．． 

調理台のそばなど油飛びや湯気があたるような場所、ほこり、砂塵の多い場所、可燃ガスが

漏れる恐れがある場所で使用しないでください。本装置の周囲に留まると故障、火災、感電

の原因になります。 
 

腐食性ガスなどが発生するところで使用しない．．． 

腐食性ガスが発生する恐れがある場所、空気中に塩分が多く含まれている所で使用しないで

ください。故障、火災、感電の原因になります。 
 

雷発生時、電源プラグには触れない．．． 

雷のときは、本装置、電源ケーブルおよびその他のケーブルに触れないでください。感電の

原因になります。 
 

梱包用のビニール袋は適切に処理する．．． 

梱包に使用しているビニール袋は、お子さまが口に入れたり、かぶって遊んだりしないよう

適切に処理してください。窒息の原因となります。 
 

必ずアースを接続する．．． 

必ずアースを接続してください。アース接続しないで使用すると、感電の原因となります。
 

適合するインタフェースコネクタ以外は差し込まない．．． 

インタフェースコネクタには、適合する回線のコネクタ以外のものを絶対に差し込まないで

ください。火災、感電、故障の原因となります。 
 

 



 
 

 

安全にご使用いただくために必ずお守りください 
 
 

注意 
正しく使用しない場合、軽傷または中程度の傷害を負うおそれがあることを示し

ます。また本装置や本装置に接続している機器に損害を与えるおそれがあること

を示します。 
 

通風孔をふさがない．．． 

通風孔の周囲には何も置かず、十分な間隔をあけてください。通風孔をふさぐと過熱し故障・

火災の原因になります。 
 

通風孔をふさがない．．． 

通風孔の周囲には何も置かず、十分な間隔をあけてください。通風孔をふさぐと過熱し故障・

火災の原因になります。 
 

布で覆ったり包んだりしない．．． 

本装置を布等で覆ったり、包んだりしないでください。装置が加熱し、故障・火災の原因に

なります。 
 

ケーブルの接続、切り離し時は固定する．．． 

ケーブル（LAN配線や電源ケーブル等）の接続、切り離し時は本装置を固定して行なってくださ

い。 
 

保守・点検・交換時は必ず電源アダプタを抜く．．． 

保守・点検・交換時は、安全のため必ず電源アダプタをコンセントから抜いてください。感

電の原因になります。 
 

長期不在の時は電源アダプタを抜く．．． 

長期間ご使用にならない場合には、安全のため必ず電源アダプタをコンセントから抜いてくださ

い。火災の原因になります。 
 

電源プラグを抜くときは、電源プラグを持つ．．． 

電源プラグを抜くときは、電源プラグを持って抜いてください。ケーブルを引っ張って抜く

と心線の一部が断線し発熱、火災、感電の原因になります。 
 

火気のそばには設置しない．．． 

装置本体や電源アダプタ等を火気のそばに近づけないでください。キャビネットや電源コードの

被覆が溶けて、火災、感電の原因になる可能性があります。 
 

高温になるところには設置しない．．． 

直射日光の当たるところや発熱器具のそばなど、温度の高いところには設置しないでくださ

い。内部の温度が上がり、故障、火災、感電の原因になる可能性があります。 
 

水や薬品のかかる場所に置かない．．． 

水や薬品のかかる場所に置かないでください。火災、感電の原因になります。 
 

不安定なところには設置しない．．． 

ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所には設置しないでください。 

また、本機の上に重い物を置かないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけ

がをする可能性があります。 
 

本装置を立てて設置しない．．． 

本装置を立てて設置しないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因

になるほか、故障、誤動作の原因になります。 
 

テレビ、ラジオなどの近傍には設置しない．．． 

テレビ、ラジオなどの近傍には設置しないでください。テレビ、ラジオなどに近いと受信障

害の原因となる可能性があります。 
 
 

 



 
 

 

安全にご使用いただくために必ずお守りください 
 
 

注意 
正しく使用しない場合、軽傷または中程度の傷害を負うおそれがあることを示し

ます。また本装置や本装置に接続している機器に損害を与えるおそれがあること

を示します。 
 

磁気を帯びた場所には設置しない．．． 

こたつまたは家電製品等の磁気を帯びた場所には設置しないでください。 
 

機器に強い衝撃や振動を与えない．．． 

落としたりぶつけたりして強い衝撃が加わると、故障や破損の原因になります 
 

国内のみで使用してください．．． 

本装置は国内仕様になっていますので、海外ではご使用になれません。 
 
 

 

 

 

 



 
 

• メンテナンスに関するご注意 
・ 決してご自身では修理を行わないでください。故障の際は、巻末の問い合わせ先までご連絡ください。 

・ 本装置をご自身で分解したり改造したりしないでください。本装置の内部には、高電圧の部分および高

温の部分があり危険です。 
 

• 使用上のご注意 
・ 本装置として提供される装置本体、ユーザーマニュアル、電源アダプタなど付属品およびファームウェ

アは、お客さまの責任においてご使用ください。 

・ 本装置の使用によって発生する損失やデータの損失については、弊社では一切責任を負いかねます。ま

た、本装置の障害の補償範囲はいかなる場合も、本装置の代金としてお支払いいただいた金額を超える

ことは有りません。あらかじめご了承ください。 

・ 本装置にて提供されるファームウェアおよび本装置として弊社より提供される更新用ファームウェア

を、本装置に組み込んで使用する以外の目的で使用すること、また改変や分解を行う事は一切許可して

おりません。 

 

• セキュリティの確保について 
本装置の出荷時パスワードを変更しない場合、管理ポートから誰でも本装置の設定を行うことができま

す。セキュリティの面から非常に危険なため、パスワードを変更してご使用になることを強く推奨します。 

 

• ネットワークセキュリティについて 

本装置は西日本電信電話株式会社、東日本電信電話株式会社が提供するハイクオリティテレビ電話サー

ビスをご利用いただく事を前提に設計しています。 
 

• 電波障害自主規制について 
本装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。 

本装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に

近接して使用されると，受信障害を引き起こすことがあります。  

本書に従って正しい取り扱いをして下さい。 

 

 

• ラック搭載およびテーブルタップへの接続時のご注意 
 

 

 

警告 
本装置をラックへ搭載する場合は、使用温度環境の管理、物理的安定性の確保、

漏洩電流に対する注意が必要です。本装置のラックへの搭載は、これら知識を有

した技術者が行ってください。感電、火災などの原因となります。 

 

・ 本装置の動作保証温度・湿度を超えないよう、ラック内外の温度と湿度を管理してください。 

・ 本装置は、側面に通風孔を有しております。通風孔をふさがないように設置してください。 

・ 搭載するラックの最大積載量を考慮して搭載してください。 

・ 設置場所の電源供給能力を確認して設置してください。 

・ 本装置の電源アダプタをテーブルタップに接続する場合、テーブルタップの接地線を通して大漏洩電流 

が流れる場合があります。電源接続に先立ち、必ずアース接続を行ってください。電源ケーブルが分電

盤に直接接続されない場合、工業用プラグを持ったテーブルタップを使用してください。（本装置の漏

洩電流は最大 0.25mA です）。 

 

 

●ユーザーマニュアルの内容につきましては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ

などお気付きの点がございましたら、巻末の問い合わせ先までご連絡ください。 

●ユーザーマニュアルで使用している図は、一部イメージを使用しておりますので、実際とは異なる部分

があります。 
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１．製品の構成 
    本装置には、以下の物品が添付されています。開封時によくご確認ください。 

  

構成品一覧 

項番 品名 数量 備考 

1 本体  1  

2 専用電源アダプタ 1 Model No：UIA324-12 

3 ゴム足 4  

4 UTP ケーブル 1 3m 

5 ユーザーマニュアル 1 本書 

 

本体 

※添付品 

 

ゴム足 

 

 

 

ユーザーマニュアル

(本書) 

 

 
専用電源アダプタ  

UTP ケーブル 

※万一、添付品に足りないものや取扱説明書(本書)に乱丁・落丁などがございましたら、

巻末の問い合わせ先までご連絡ください。 
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２．装置概要 
本装置は，西日本電信電話株式会社(ＮＴＴ西日本)、東日本電信電話株式会社(ＮＴＴ東日本)が提

供しているハイクオリティテレビ電話サービスを利用しイーサネット VPN をフレッツ回線で実現す

るための装置です。 

なお対向装置として必ず同一の Flebo ダイヤル FNX0710 をご使用ください。 

本装置をご使用いただくために必要な回線・サービスは地域により以下５つの組合せのいずれかに

なります。 

 必要回線・サービス 
ＮＴＴ西日本 フレッツ・光プレミアム 
エリア Ｂフレッツ＋フレッツ・V6 アプリ 

 フレッツ ADSL＋フレッツ・V6 アプリ 
ＮＴＴ東日本 Ｂフレッツ＋フレッツ・ドットネット＋FdN ナンバー 
エリア フレッツ ADSL＋フレッツ・ドットネット＋FdN ナンバー 

※１ 回線・サービスのご利用には別途ＮＴＴ西日本、ＮＴＴ東日本へのお申し込みが必要です。 

※２ 装置１台で複数のダイヤル No.を使用する場合はＮＴＴ西日本ではテレビ電話機能ライセンスプ

ラス、ＮＴＴ東日本では FdN ナンバーの追加契約が必要になります。 

 

本装置で構築する VPN は以下のような特徴があります。 

・イーサネットフレームをそのまま透過しますので、IP ルータのような複雑なネットワーク設計

が不要です。 

・レイヤ３プロトコルに依存しないため、IP 以外のプロトコルでも通信が可能です。 

・電話のように９桁のダイヤル No.の設定にて、簡単に VPN が構築できます。 

・装置間(WAN 側)にてやり取りされる VPN 通信フレームはＮＴＴ西日本およびＮＴＴ東日本の閉域

網を流れるため安全です。さらにユーザデータを暗号化し転送します。 

・日本全国どこからでも VPN 構築ができます。 

・電話のように１：１接続が基本構成となりますが、ディップスイッチにより１台をセンター装置

（親機）、残りを拠点装置(子機)とすることで多拠点接続が可能です。センター装置の設置場所

がＮＴＴ西日本エリアでは最大１５対地、ＮＴＴ東日本エリアでは最大５対地を接続できます。

拠点装置(子機)間通信の際はセンター装置にて折り返すことで通信を可能にしています。 

親機設置場所：ＮＴＴ東日本（最大５対地） 親機設置場所：ＮＴＴ西日本（最大１５対地） 

フレッツ網
フレッツ網

親機 

子機 

ダイヤル No. 
は最大５つ 

１つのダイヤル No.に最大６台

の子機を接続可能。ただし６台の

うち東日本エリアの子機に割り

当てできるのは１台（残り５台は

西日本エリア）になります。 

子機 

親機 

子機 
ダイヤル No. 
は最大５つ 

子機 子機 

１つのダイヤル No.に
１台の子機を接続。 子機 

※センター装置(親機)では複数のダイヤル No.を登録できるため、拠点装置(子機)を含め接続先ダイヤ

ル No.を設定する際は自局ダイヤル No.を対応付け(ひも付け)するようにしています。 
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３．各部の名称 
 

3.1 外観 

FNX0710

VPNPOWER FAIL

* #

戻る ﾒﾆｭ-

3

4 5 6

7 8 9

0

21

 

(18)戻るキー 

(19)メニューキー 

③VPN ランプ(橙) 

①POWER ランプ(緑)

(21)クリアキー

②FAIL ランプ(赤)

(20)通話キー

(16)スクロールキー 

(17)決定キー 

⑦シートキーランプ(緑) 

 

 

装置上面図 

 

 

 

 

USB 管理

優先

WAN

 

 

 

 

 

装置インタフェース面(前面)図 

⑳電源コード用 
クランプ

⑩管理ポート 

⑬FG 端子 

⑧WAN ポート 
⑨LAN ポート 

（アース端子）

⑥優先ランプ(緑) 

④LINK／SPD／ 
ACT ランプ(緑/橙)

⑭優先切替スイッチ 

⑫DC ジャック 

⑤FDX ランプ(緑) 
⑪USB ポート 

(23)ダイヤルキー

(22)切断キー 

液晶ディスプレイ 
シートキー 

通風孔 
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通風孔 

装置背面図 

 

***-*******
FNX0710

 

⑬壁取り付け穴 

⑮DIP スイッチ 

装置側面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造番号シール 

製造番号 MAC アドレス 
上：WAN ポート 
下：管理ポート 

 

（アース端子）

⑬FG 端子 

装置底面図 
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3.2 表示ランプ説明 

FNX0710 を起動し、定常運転状態に入ったときのランプ表示には下表のような意味があります。 

 名称 表示色 状態 意味 

点灯 装置に電源が投入されている事を示します。 
① POWER 緑 

消灯 装置に電源が投入されていない事を示します。 

点灯 装置が異常を検出した事を示します。 
② FAIL 赤 

消灯 装置が正常である事を示します 

点灯 全登録拠点との間で VPN 通信障害が発生している事を示し

ます。 

消灯 VPN が正常である事を示します。 ③ VPN 橙 

点滅 一部の登録拠点との間で VPN 通信障害が発生している事を

示します。 

橙点灯 10M でリンクが確立した事を示します。 

緑点灯 100M でリンクが確立した事を示します。 

消灯 ポートがリンクしていない事を示します。 ④ LINK/SPD/ACT 緑/橙 

点滅 通信中はそれぞれのリンク速度に応じた表示色で点滅しま

す。 

点灯 ポートが全二重(Full-Duplex)でリンクしている事を示し

ます。 
⑤ FDX 緑 

消灯 ポートがリンクしていないか、または半二重 

(Half-Duplex)でリンクしている事を示します。 

点灯 優先スイッチが”ON”側に設定されている事を示します。 
⑥ 優先 緑 

消灯 優先スイッチが”OFF”側に設定されている事を示します。

点灯 キーロック解除後のシートキー操作時、入力可能なキーを

点灯により示します。ダイヤルキー及びクリアキーは除き

ます。 
⑦ シートキー 緑 

消灯 キーロック解除後のシートキー操作時、入力可能でないキ

ーを示します。ただしダイヤルキー及びクリアキーは入力

可能でも消灯します。 

 

※１ 電源起動時（装置初期化中）のランプ状態 

 装置に電源が投入され、装置内部の設定が終了し動作状態になるまでの間、POWER ランプ(点

灯)、FAIL（消灯）、VPN ランプ（点滅）、優先ランプを除く各ランプは周期的に点滅状態とな

ります。 

※２ 工場出荷状態で起動した場合、起動完了時のランプ状態は以下のようになります。 

POWER   ： 緑点灯 (電源投入状態) 

FAIL   ： 消灯   

VPN   ： 消灯  (VPN 状態正常：他拠点が登録されていないため) 

シートキー  ： 消灯  (キーロック状態) 

※３ ファームウェアアップデート中のランプ状態 

 POWER ランプ点灯、FAIL ランプ消灯、VPN ランプ点滅、WAN・LAN・管理ポートの LINK/SPD/ACT

および FDX ランプは周期的に点滅状態となります。 

 

5 



 
 

3.3 外部インタフェース説明 
 名称 コネクタ種別 用途 

⑧ WAN 

モジュラ 

コネクタ 

(RJ-45) 

B フレッツ、フレッツ ADSL などの宅内装置等と接続する

ためのコネクタです。 

通信モードは Auto-negotiation になっています。 

またピンアサインは Auto-MDI/MDI-X 対応です。 

⑨ LAN 1～4 

モジュラ 

コネクタ 

(RJ-45) 

ユーザ LAN への接続用コネクタです。 

通信モードは Auto-negotiation になっています。 

またピンアサインは Auto-MDI/MDI-X 対応です。 

⑩ 管理 

モジュラ 

コネクタ 

(RJ-45) 

装置管理用の端末を接続するためのコネクタです。 

通信モードは Auto-negotiation になっています。 

またピンアサインは Auto-MDI/MDI-X 対応です。 

⑪ USB USB2.0 

USB メモリ専用ポートです。ファームウェアを保存した

USB メモリを差し込むことによりアップデートができま

す。またログやカルテ(装置情報)を差し込んだ USB メモリ

に保存することができます。 

USB メモリは装置が動作状態でも差込み・取外しできま

す。ただし、ファームウェアアップデート中やログ､カル

テファイルを USB メモリに書き込み中には絶対に取外さ

ないでください。 

⑫ DC12V DC ジャック 
装置本体に電源(DC12V)を供給するためのコネクタです。

必ず付属の電源アダプタを接続してご使用ください。 

⑬ FG 端子 M4 ネジ 

アース接地用の端子です。本体に取り付けている M4 ネジ

を使用してアース線を取り付けてください。なおアース線

はお客様にてご用意ください。 
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3.4 スイッチ説明 
 スイッチ名 用途 

⑭ 優先 

LAN 1 のポート優先機能の有効/無効を切り替えるスイッチです。 

このスイッチが”ON”側に設定されている場合、ポート優先機能が有効にな

り、LAN 1 ポートの受信パケットが他の LAN 2,3,4 ポートの受信パケットに比

べ完全優先で処理されます。 

工場出荷時は”OFF”側に設定されています。 

ポート優先機能を有効にした場合は、LAN ポートから受信したフレームの VLAN

タグは削除されますのでご注意ください。 

  

優先スイッチを OFF にした場合は、LAN ポートから WAN へ転送するパケットの

うち VLAN タグ ユーザプライオリティビットが 4～7 のパケットは優先されま

す。 

管理ポートのネットワーク設定、およびパスワードを以

下の初期値に戻します。 

ON 

IP アドレス 

サブネットマスク 

デフォルトゲートウェイ 

ユーザ(ログイン)名 

パスワード 

：192.168.0.1 

：255.255.255.0 

：0.0.0.0 ※ 

：admin 

：admin 

Bit１ 

OFF 

【初期値】

管理ポートのネットワーク設定、パスワードの変更が有

効になります。通常はこちらでお使いください。 

ON センター装置(親機)として動作します。 

Bit２ OFF 

【初期値】
拠点装置(子機)として動作します。 

ON 

ＮＴＴ東日本管内で使用する。パスワードによる認証は

不要。またセンター装置の場合、自局１ダイヤル No.に

対し１拠点が接続できます。 
Bit３ 

OFF 

【初期値】

ＮＴＴ西日本管内で使用する。パスワードによる認証を

行う。またセンター装置の場合、自局１ダイヤル No.に

対し最大６まで拠点が接続できます。 

ON 
Bit４ 

～７ 
OFF 

【初期値】

OFF 固定でご使用ください。 

 

ON 

外部コマンドモードとして動作します。 

Web ブラウザでの一部操作および、シートキーの操作が行

えません。 

⑮ DIP スイッチ 

Bit８ 

OFF 

【初期値】
通常モードとして動作します。 

   ※デフォルトゲートウェイは出荷時ブランクになっています。Bit1 操作後は 0.0.0.0 になります。 
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3.5 シートキー説明 
 キー名 表示 説明 

(16) 
スクロー

ルキー 

 

 

 

 

カーソルを上下左右に移動したり、上下に選択したい項目へ移動する

ときに使います。 

(17) 決定キー  項目を選択するとき、操作を実行するときに使います。 

(18) 戻るキー 戻る 一つ前のメニューに戻るときに使います。 

(19) 
メニュー 

キー 
メニュー 

サブメニュー（TOP メニュー/ログアウト/導通確認）を表示したり、

電話帳入力時にサブメニュー（登録/編集/削除）を表示します。 

(20) 通話キー 
 

手動接続にて接続を実行するときに使います。 

(21) 
クリア 

キー  
入力した文字を削除するときに使います。 

(22) 切断キー 
 

手動切断にて切断を実行するときに使います。 

 

１を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時１⇒；⇒，⇒！⇒？ 

接続先の名前入力時ア⇒イ⇒ウ⇒エ⇒オ 

 

２を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時２⇒ａ⇒ｂ⇒ｃ⇒Ａ⇒Ｂ⇒Ｃ 

接続先の名前入力時カ⇒キ⇒ク⇒ケ⇒コ 

 

３を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時３⇒ｄ⇒ｅ⇒ｆ⇒Ｄ⇒Ｅ⇒Ｆ 

接続先の名前入力時サ⇒シ⇒ス⇒セ⇒ソ 

 

４を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時４⇒ｇ⇒ｈ⇒ｉ⇒Ｇ⇒Ｈ⇒Ｉ 

接続先の名前入力時タ⇒チ⇒ツ⇒テ⇒ト 

 

５を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時５⇒ｊ⇒ｋ⇒ｌ⇒Ｊ⇒Ｋ⇒Ｌ 

接続先の名前入力時ナ⇒ニ⇒ヌ⇒ネ⇒ノ 

 

６を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時６⇒ｍ⇒ｎ⇒ｏ⇒Ｍ⇒Ｎ⇒Ｏ 

接続先の名前入力時ハ⇒ヒ⇒フ⇒ヘ⇒ホ 

 

７を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時７⇒ｐ⇒ｑ⇒ｒ⇒ｓ⇒Ｐ⇒Ｑ⇒Ｒ⇒Ｓ 

接続先の名前入力時マ⇒ミ⇒ム⇒メ⇒モ 

 

８を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時８⇒ｔ⇒ｕ⇒ｖ⇒Ｔ⇒Ｕ⇒Ｖ 

接続先の名前入力時ヤ⇒ユ⇒ヨ 

 

９を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時９⇒ｗ⇒ｘ⇒ｙ⇒ｚ⇒Ｗ⇒Ｘ⇒Ｙ⇒Ｚ 

接続先の名前入力時ラ⇒リ⇒ル⇒レ⇒ロ 

 

０を表示。以下の場合キーを繰り返し押して目的の文字を表示。 

パスワード入力時０⇒＾⇒＿⇒：⇒－ 

接続先の名前入力時ワ⇒ヲ⇒ン 

 
キーを繰り返し押して以下の文字を表示。 

接続先の名前入力時ァ⇒ィ⇒ゥ⇒ェ⇒ォ 

(23) 
ダイヤル 

キー 

 
キーを繰り返し押して以下の文字を表示。 

接続先の名前入力時ャ⇒ュ⇒ョ 
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４．起動手順 
 

4.1 設置 

 本装置は卓上および壁面設置が可能です。 
 放熱のため通風孔のある面および上面には十分なスペースをあけてください。 

（１）卓上に設置する場合 

 卓上に設置する場合には底面を下にして平らな場所に設置してください。必要に応じて添付しているゴム

足を底面の４箇所に貼り付けてご使用ください。 

 

  

（２）壁面に設置する場合 

 以下に壁面に設置する場合の手順を説明します。 

 ①本装置の通風の妨げになるようなものが配置されない場所であることを確認してください。また壁面の

強度が十分であることを確認ください。 

 ②壁面にお客様にて用意した固定用ネジを 100ｍｍ間隔で取付ます。ネジの頭の径はφ5mm より大きくφ

11mm 以下、ネジの頭の厚みは 3mm 以下のものをご使用ください。 

③ネジの頭を壁取付け穴に通し、本装置を引っ掛けます。本装置が確実に固定されていることを確認して

ください。 

固定用ネジ

2mm以上

100mm

壁取付け穴

底面

Φ11mm

5 mm

3mm以下壁面
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4.2 ケーブル類の接続  

本体モジュラコネクタに各ケーブルを接続してください。フレッツ接続用機器はWANポート、ユーザLAN

接続機器はLANポート、管理用端末は管理ポートへそれぞれ接続してください。 

 

装置接続図 

USB 管理

優先

WAN

  

フレッツ網

 

 

 

 注意 回線を切り替える際は、必ず電源を切って下さい。 

電源を切らずに回線を切り替えても、通信がすぐに復帰できません。 

 

ONU､ADSL モデム､CTU 等 

管理用端末 ユーザ PC 等
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4.3 電源起動  

(1) はじめに装置背面のM4サイズFG端子(装置底面図⑬)に市

販のアース線を接続し、反対の端をアースに接地します。

(図①参照)

 

(2) 専用電源アダプタのDCプラグを本体背面のDCジャックに

しっかりと差し込んでください。 (図②参照) 

 

(3) プラグ抜け防止のため、DC コードの根元を電源コード用

クランプ(装置ｲﾝﾀﾌｪｰｽ面図⑳)内に入れて固定してくださ

い。 (図③参照) 

(4) 電源起動後 20 秒ほどで、下のように液晶ディスプレイが“ソウチキドウチュウ”から“日付

表示”になることを確認してください。 

 

 

 

   ＜起動中＞          ＜起動後 ２つの画面が交互に切り換わる＞ 

その後 以下２つのいずれかの方法により本装置の設定を行ってください。 

・液晶ディスプレイを見ながらシートキーから設定。 

・管理ポートに接続した端末から Web ブラウザを起動し、装置管理用 Web ページに接続し設

定。 

外部コマンドモードで起動した場合は、下のような液晶ディスプレイ表示になります。 

シートキーでの操作は行なえません。 

               
 
 

<起動後 ２つの画面が交互に切り換わる> 

 

  

図① FG ケーブル取付状態

図② 電源コード取付状態 

図③ 電源コード固定状態 

<Flebo ﾀﾞｲﾔﾙ> 
ｿｳﾁｷﾄﾞｳﾁｭｳ 
 
ｼﾊﾞﾗｸ ｵﾏﾁ ｸﾀﾞｻｲ 

<Flebo ﾀﾞｲﾔﾙ>
2008/XX/XX XX:XX 
ｴﾘｱ：NTTxxx 
ｿｳﾁ：xxxx

<Flebo ﾀﾞｲﾔﾙ> 
 ｺﾉｿｳﾁﾊ ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏｽ 
 ｶｲｼﾞｮ ｽﾙﾆﾊ 
ﾛｸﾞｲﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

<ｶﾞｲﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞ> 
 KEY ｿｳｻﾊ ｵｺﾅｴﾏｾﾝ 
  
DIPSW ｦ ｶｸﾆﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

<Flebo ﾀﾞｲﾔﾙ>
2008/XX/XX XX:XX 
ｴﾘｱ：NTTxxx 
ｿｳﾁ：xxxx



 
 

５．スイッチ設定 
 
5.1 ネットワーク構成設定 

ネットワーク構成にあわせ、本装置裏面のディップスイッチ Bit2 によりセンター装置(親機)または

拠点装置(子機)に設定します。（出荷時設定 OFF：拠点装置） 
DIPスイッチ

1 2 3 4

ONセンター装置(親機)、拠点装置(子機)は表５のように使い分けます。 

なお センター装置は 最大５ダイヤル No.をもつことができます。 

センター装置がＮＴＴ東日本エリアに設置されている場合は 

各ダイヤル No.に１台の拠点装置(子機)を接続することができます。 

ＮＴＴ西日本エリアに設置されている場合は１つのダイヤル No. 

に６台までの拠点装置(子機)が接続可能で論理上３０（５ナンバー×６）台の拠点装置が接続できます。

ただし本装置では Max.１５台に制限しています。 

 １：多構成で拠点装置(子機)どうしの通信の際はセンター装置(親機)にて自動で折り返します。 

表５ ネットワーク構成 

構成 構成図 設定 接続 

子機 － 子機 ○ 暗号化通信 

親機 － 子機 ○ 暗号化は親機

の設定に依存 

 

１：１ フレッツ網

親機 － 親機 ×接続できません 

 

 

 

親機－子機複

数 

 

 

 

○ 

子機間通信でも暗

号化は親機の設定

に依存 

１：多 

 

親機２台以上 ×接続できません 

親機または子機 子機 

親機 子機 

子機 

子機 

     

5.2 地域設定 

本装置裏面のディップスイッチ Bit3 により本装置を設置する地域がＮＴＴ西日本エリアであるか 

ＮＴＴ東日本エリアであるかを地域にあわせて設定してください。（出荷時設定 OFF：ＮＴＴ西日本エ

リア） 
DIPスイッチ

1 2 3 4

ON エリアにより設定時に確認が必要な事項が異なります。 

ＮＴＴ西日本 ダイヤル No.およびパスワード 

ＮＴＴ東日本 ダイヤル No.のみ パスワード不要 

※ただし SIP サーバアドレス変更時はアドレス入力必要 

 ディップスイッチを ON(ＮＴＴ東日本エリア)にした場合、設定時 

パスワードを入力する必要はありません。 
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5.3 外部コマンドモード設定 

本装置の管理ポートに SSH でログインし AT コマンドにより発信や着信を行う場合に設定してくださ

い。８項参照。（出荷時設定 OFF：外部コマンドモード OFF） DIPスイッチ

5 6 7 84

 

 

 

 

 

６．シートキー入力による設定・管理 
 

 注意 
設定操作中に装置の電源をOFFしますと、設定内容が消え工場出荷状態に戻る

場合があります。設定作業中は絶対に装置の電源をOFFしないでください。 

 

6.1 ロックの解除 

本装置は起動時およびキー入力が５分以上ない場合には、キー入力がロック状態になります。液晶ディ

スプレイに以下の画面が交互に表示されます。 

 
<Flebo ﾀﾞｲﾔﾙ>
2008/XX/XX XX:XX 
ｴﾘｱ：NTT ﾆｼ 
ｿｳﾁ：ｷｮﾃﾝ

<Flebo ﾀﾞｲﾔﾙ> 
 ｺﾉｿｳﾁﾊ ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏｽ 
 ｶｲｼﾞｮ ｽﾙﾆﾊ 
ﾛｸﾞｲﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

 日付・時刻 
地域設定＜NTT ﾆｼ or NTT ﾋｶﾞｼ＞
装置(親/子)設定＜ｾﾝﾀｰ or ｷｮﾃﾝ> 

 

 

ロックを解除するにはシートキーから以下のナンバーを入力しログインしてください。 

ロック解除ナンバー： 1234 （出荷時設定） 

 

 

注意 

本装置のロック解除ナンバーを変更しない場合、シートキーから誰でも本装置の設定を

行うことができます。セキュリティの面から非常に危険なため、ロック解除ナンバーを

変更してご使用になることを強く推奨します。ナンバーの変更は、「ソウチセッテイ」

－「LCDセッテイ」から行ってください。 

またロック解除ナンバーを４回連続して入力ミスした場合、約１０分間ログインできな

くなります。 
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6.2 メニュー 

液晶ディスプレイに表示されるメニューは以下のようになっています。 

設定の手順として、まず自局ダイヤル No.設定（「ソウチセッテイ」－「ダイヤル No.セッテイ」）を実

施してください。接続先ダイヤル No.設定（デンワチョウまたはシュドウセツゾク）はその後に実施し

てください。 

拠点(子機)設定の場合は、「カンタンセッテイ(1:1)」を実施してください。 

 第１階層 第２階層 内容 

カンタンセッテイ

(1:1) 

6.3 参照 

－ 対話形式で自局の設定から接続先の設定、自動接続、自動着信の設定を

登録することができます。(拠点(子機)設定のみ表示) 

ﾀﾞｲﾔﾙ No.ｾｯﾃｲ 自局のダイヤル No.・パスワードを設定します。センター(親機)設定で

は最大５つまで設定できます。ＮＴＴ東日本の設定の場合はパスワード

の入力は不要です。 

ﾎﾟｰﾄｾｯﾃｲ WAN・LAN・管理ポートの通信モード、オート／固定設定をします。 

ｶﾚﾝﾀﾞｰｾｯﾃｲ 日付・時刻設定をします。 

ｱﾝｺﾞｳｾｯﾃｲ WAN 側の暗号化設定を行います（センター(親機)設定時のみ表示）。 

ﾙｰﾌﾟｹﾝｼｭﾂｾｯﾃｲ WAN 側と LAN 側にループが検出された場合のパケット処理設定をしま

す。 

ｶﾝﾘﾎﾟｰﾄｾｯﾃｲ 管理ポートの IP アドレス設定をします。 

ソウチセッテイ 

6.4 参照 

LCD ｾｯﾃｲ シートキーロック解除ナンバーを設定します。 

デンワチョウ 

6.5 参照 

－ 接続先装置のダイヤル No.、接続条件の設定を行います。 

チャクシンリレキ 

6.6 参照 

－ 着信履歴を表示します。３０件まで保存できます。また履歴から手動接

続や電話帳登録ができます。 

シュドウセツゾク 

6.7 参照 

－ 電話帳で自動接続設定にしていない接続先を選択、または接続先のダイ

ヤル No.を入力し接続します。 

シュドウセツダン 

6.8 参照 

－ 接続先装置とのセッションを切断します。センター(親機)設定で複数の

拠点と接続している場合は、拠点ごとに切断が可能です。 

ｾﾂｿﾞｸｼﾞｮｳﾀｲ 接続先との状態を＊(SIP セッション NG)、－（設定なし）、×（SIP セ

ッションは OK だが VPN が NG）、○（VPN OK）で示します。 

ｲｰｻﾈｯﾄﾎﾟｰﾄｼﾞｮｳﾀ

ｲ 

WAN､LAN､管理ポートの通信モード(10/100M,Full/Half Duplex)を表示

します。 

ｿｳﾁｼﾞｮｳﾎｳ MAC アドレス、シリアル番号、システムバージョンを表示します。 

ソウチジョウタイ 

6.9 参照 

ﾛｸﾞ ログを１件づつ表示します。 

ﾌｧｰﾑｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ USB メモリに保存されたファームウェアを読み込みアップデートしま

す。 

ﾛｸﾞﾎｿﾞﾝ USB メモリへ装置のログを保存します。 

ホシュ 

6.10 参照 

ｶﾙﾃﾎｿﾞﾝ メーカへ問い合わせの際に使用する装置情報(カルテ)を USB メモリへ

保存します。 

TOP ﾒﾆｭｰ TOP メニューにジャンプします。 

ﾛｸﾞｱｳﾄ ログアウトします。再びログインするにはシートキーロック解除ナンバ

ーの入力が必要です。 

ﾄﾞｳﾂｳｶｸﾆﾝ 接続先装置との導通を OK/NG で確認できます。センター(親機)設定で複

数の拠点と接続している時、１箇所でも障害がある場合は NG になりま

す。 

ﾄｳﾛｸ 選択した項を新規入力します。 

ﾍﾝｼｭｳ 選択した項を編集します。 

<サブメニュー> 

ｻｸｼﾞｮ 選択した項を削除します。 
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6.3 カンタンセッテイ(1:1) 

（１）カンタンセッテイ(1:1) 

 

 

 

 

 

画面よりカンタンセッテイ(1:1)を選択し、決定キー●を押

します。 

 

 

 

 

 

自局ダイヤル No.を入力します。 

入力後、決定キー●を押します。 

右上画面表示番号：西日本(1/6) 東日本(1/5) 

 
 
 
 
 

パスワード(半角英数 8文字)を入力し決定キー●を押しま

す。 

右上画面表示番号：西日本(2/6) 東日本 本画面表示なし 

 

 

 

 

 

接続先の名前を入力します。 

入力後、決定キー●を押します。 

１５文字まで入力することができます。 

空白(スペース)は使用できません。 

右上画面表示番号：西日本(3/6) 東日本(2/5) 

 

 

 

 

 

接続先のダイヤル No.を入力します。 

入力後、決定キー●を押します。 

右上画面表示番号：西日本(4/6) 東日本(3/5) 

 

 

 

 

 

接続先への自動接続を設定します。 

△▽キーで選び決定キー●押すことで許可、禁止をするこ

とができます。 

右上画面表示番号：西日本(5/6) 東日本(4/5) 

 

 

 

 

 

 

接続先からの自動着信を設定します。 

△▽キーで選び決定キー●押すことで許可、禁止をするこ

とができます。 

画面表示番号：西日本(6/6) 東日本(5/5) 

 

 

 

 

 

ハイを選択し決定キー●押すと設定が完了します。 

イイエを選択すると、「セッテイチュウシカクニン」画面が、

表示されます。 

 

 

 

 

 

設定中にメニューボタンを押すとサブメニューが表示さ

れ、△▽キーで選び決定キー●押すことで設定の中止、前

の画面へ戻ることができます。 

チュウシを選択した場合、「セッテイチュウシカクニン」画

面が表示されます。 

ｶﾝﾀﾝｾｯﾃｲ(1:1) 
ｿｳﾁ ｾｯﾃｲ 
ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳ 
ﾁｬｸｼﾝﾘﾚｷ 

[ｼﾞｷｮｸ ｾｯﾃｲ]          (X/X) 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｦ 
ﾆｭﾘｮｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxx 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾀﾞｲﾔﾙ No.ｦ  
ﾆｭｳﾘｮｸﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxx 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ｼﾞﾄﾞｳﾃｷﾆ ｾﾂｿﾞｸｼﾏｽｶ? 

 ﾊｲ 
 ｲｲｴ 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾁｬｸｼﾝｦ ｷｮｶｼﾏｽｶ? 

 ﾊｲ 
 ｲｲｴ 

[ｶｸﾆﾝ]             
ｾｯﾃｲｦ ﾄｳﾛｸｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 

 ｲｲｴ(ｾｯﾃｲﾊｦｷ) 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
1.ﾓﾄﾞﾙ 
2.ﾁｭｳｼ 

[ｼﾞｷｮｸ ｾｯﾃｲ]          (X/X) 
ﾀﾞｲﾔﾙ No.ｦ 
ﾆｭﾘｮｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxxx 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾅﾏｴｦ ﾆｭｳﾘｮｸﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 



 
 

 

 

 

 

 

△▽キーで選び決定キー●を押すことで設定の中止、 

前の画面へ戻ることができます。 

ハイを選択して、設定を中止した場合は、今まで入力して

いた値は破棄されます。 

[ｾｯﾃｲ ﾁｭｳｼ ｶｸﾆﾝ]          
ｾｯﾃｲｦ ﾁｭｳｼｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 
ｲｲｴ 

 

6.4 ソウチセッテイ 

（１）ダイヤル No.セッテイ 

 

 

 

 

 

自局に設定可能なダイヤル No.登録数が表示されます。セン

ター(親機)設定では１～５：が表示されます。△▽キーで

登録するナンバーを選んでください。 

 

 

 

 

 

メニューキーを押しサブメニューを表示させます。 

トウロクを選び決定キー●を押します。 

また入力後 修正をする場合はヘンシュウ、削除する場合は

サクジョを選択してください。 

 

 

 

 

 

自局ダイヤル No.を入力します。 

入力後、決定キー●を押します。 

右上画面表示番号：西日本(1/2) 東日本 (1/1) 

 

 

 

 

 

パスワード(半角英数 8 文字)を入力し決定キー●を押しま

す。 

右上画面表示番号：西日本(2/2) 東日本 本画面表示なし 

 

 

 

 

 

ハイを選択し決定キー●押すと設定が完了します。 

イイエを選択すると、「セッテイチュウシカクニン」画面が

表示されます。 

 

 

 

 

 

設定中にメニューボタンを押すとサブメニューが表示さ

れ、△▽キーで選び決定キー●押すことで設定の中止、前

の画面へ戻ることができます。 

チュウシを選択した場合、「セッテイチュウシカクニン」画

面が表示されます。 

 

 

 

 

 

△▽キーで選び決定キー●を押すことで設定の中止、 

前の画面へ戻ることができます。 

ハイを選択して、設定を中止した場合は、今まで入力して

いた値は破棄されます。 

3 : 
4 : 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
ﾄｳﾛｸ 
ﾍﾝｼｭｳ 
ｻｸｼﾞｮ 

1 : 
2 : 

[ｼﾞｷｮｸ ｾｯﾃｲ]          (X/X) 
ﾀﾞｲﾔﾙ No.ｦ 
ﾆｭﾘｮｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxxx 

[ｶｸﾆﾝ]             
ｾｯﾃｲｦ ﾄｳﾛｸｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 

 ｲｲｴ(ｾｯﾃｲｦﾊｷ) 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
1.ﾓﾄﾞﾙ 
2.ﾁｭｳｼ 

[ｼﾞｷｮｸ ｾｯﾃｲ]          (X/X) 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｦ 
ﾆｭﾘｮｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxx 

[ｾｯﾃｲ ﾁｭｳｼ ｶｸﾆﾝ]          
ｾｯﾃｲｦ ﾁｭｳｼｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 
ｲｲｴ 
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（２）ポート セッテイ 

 

 

 

 

WAN ﾎﾟｰﾄ、LAN１～4 ﾎﾟｰﾄ、管理ポートの通信モード設定および MDI

設定を行えます。 

△▽キーで設定するﾎﾟｰﾄを選び、決定キー●で選択します。 

 

 

 

 

 

△▽キーで設定するモードを選び、決定キー●で選

択します 

出荷時設定は Auto-Negotiation、Auto-MDI になっ

ています。 

 

WAN ﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ 
LAN1 ﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ 
LAN2 ﾎﾟｰﾄｾｯﾃｲ 
LAN3 ﾎﾟｰﾄｾｯﾃｲ 

 

（３）カレンダーセッテイ 

 

 

 

 

装置の日時を設定します。 

 △▽キーで Date、Time を選び、決定キー●で選択します。 

  

 

[ﾂｳｼﾝ ﾓｰﾄﾞ] 
AUTO   ＊ 
100M FULL 
100M HALF 

＊は現在の設定を表示 

[ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ] 
 Date 
 Time 

 

 

 

 

Date(日付) 表示を編集し決定キー●で確定しくだ

さい。 
-ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ- 
[ Date(YYYYMMDD)]
>20080801 2008 年 8 月 1 日を示します

 

 

 

 

Time(時刻) 表示を編集し決定キー●で確定しくだ

さい。 

 

 

 

 

設定が変更されたことを示す表示が現れます。 

 

 
（４）アンゴウ セッテイ 

 

 

 

 

センター(親機)設定時に表示し、暗号設定の ON/OFF が可能です。

△▽キーで暗号通信する、しないを選び決定キー●で確定します。

出荷時は暗号化するになっています。 

 

 

 

 

設定が変更されたことを示す表示が現れます。 

 

-ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ- 
[ Time(HHMMSS)] 
>152030 15 時 20 分 30 秒を示します

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ ｦ 
      ﾍﾝｺｳ ｼﾏｼﾀ 
  
 ﾅﾆｶ KEY ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

[ｱﾝｺﾞｳ ｾｯﾃｲ] 
 ｱﾝｺﾞｳ ﾂｳｼﾝｽﾙ * 
 ｱﾝｺﾞｳ ﾂｳｼﾝｼﾅｲ 

ｱﾝｺﾞｳｾｯﾃｲ ｦ 
      ﾍﾝｺｳ ｼﾏｼﾀ 
  
 ﾅﾆｶ KEY ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
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（５）ループケンシュツ セッテイ 

 

 

 

 

WAN 側と LAN 側間がループしている場合に検出した当該パケット

の転送を停止させストームの発生を防ぎます。△▽キーでループ

検出有効、無効を選び決定キー●で確定します。 

出荷時設定は有効になっています。 

 

 

 

 

設定が変更されたことを示す表示が現れます。 

 

 

（６）カンリポート セッテイ 

 

 

 

 

管理ポートの IP アドレス、デフォルトゲートウェイアドレスを順

に設定します。 

  IP アドレスを編集し決定キー●で確定しください。なお、アド

レス入力時 “．“および“/“は ＃キーを使用ください。 

 出荷時設定は IP アドレス 192.168.0.1/24、デフォルトゲート

ウェイアドレス 0.0.0.0 になっています。 

 

 

 

 

デフォルトゲートウェイアドレスを入力し決定キー●で確定しく

ださい。 

 

 

（７）ＬＣＤセッテイ 

 

 

 

 

LCD 画面のロック解除ナンバーの設定ができます。 

決定キー●で選択します。 

 

 

 

 

ロック解除ナンバーは４桁の数字を入力し、決定キー●で確定し

ます。なお４桁すべて同じ番号は設定できません。 

 

 

 

 

 

設定が変更されたことを示す表示が現れます。 

[ﾙｰﾌﾟｹﾝｼｭﾂ ｾｯﾃｲ] 
 ﾕｳｺｳ * 
 ﾑｺｳ 

ﾙｰﾌﾟｾｯﾃｲ ｦ 
      ﾍﾝｺｳ ｼﾏｼﾀ 
  
 ﾅﾆｶ KEY ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

-ｶﾝﾘﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ- 
[ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ] 
> 

-ｶﾝﾘﾎﾟｰﾄ ｾｯﾃｲ- 
[IP ｱﾄﾞﾚｽ] 
<xxx.xxx.xxx.xxx/xx> 
>192.168.0.1/24 

[LCD ｾｯﾃｲ] 
 ﾛｯｸ No. 
  
      

[LCD ﾛｯｸ No. ﾆｭｳﾘｮｸ] 
 ｼﾞｶｲ ﾛｸﾞｲﾝ ｶﾗ ﾕｳｺｳ 
>   

ﾛｯｸﾅﾝﾊﾞｰ ｦ 
      ﾍﾝｺｳ ｼﾏｼﾀ 
  
 ﾅﾆｶ KEY ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 
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6.5 デンワチョウ 

 接続先のダイヤル No.および接続条件を登録します。最大５０件の登録が行なえます。 
  

なお、本操作前に 6.3(1)ダイヤル No.セッテイを実施してください。 

 

 

 

 

 

センター(親機)設定の場合は No.1 から入力してください。

△▽キーで No.1 を選び、メニューキーを押してください。

 

 

 

 

 

メニューキーを押しサブメニューを表示させます。 

トウロクを選び決定キー●を押します。 

また入力後 修正をする場合はヘンシュウ、削除する場合は

サクジョを選択してください。 

 

 

 

 

 

接続先の名前を設定します。 

入力後、決定キー●を押します。 

１５文字まで入力することができます。 

空白(スペース)は使用できません。 

右上画面表示番号：センター設定(1/5) 拠点設定(1/4) 

 

 

 

 

 

接続先のダイヤル No.を入力します。 

入力後、決定キー●を押します 

右上画面表示番号：センター設定(2/5) 拠点設定(2/4) 

 

 

 

 

 

装置設定がセンター(親機)設定になっている場合、 

△▽キーで選び決定キー●押すことで自局ダイヤルを選択

することができます。 

右上画面表示番号：センター設定(3/5) 拠点設定 なし 

 

 

 

 

 

接続先への自動接続を設定します。 

△▽キーで選び決定キー●押すことで許可、禁止をするこ

とができます。自動接続をハイ(許可)にすると接続先と接

続できるまで接続動作を繰り返します。接続先に装置が設

置されていない場合はイイエ(禁止)に設定してください。

右上画面表示番号：センター設定(4/5) 拠点設定 (3/4) 

自動接続が「許可」で設定出来ない場合は、設定画面が表

示されません。※ 

 

 

 

 

 

接続先からの着信を許可する/しないの設定をします。 

△▽キーで選び決定キー●押すことで許可、禁止をするこ

とができます。 

右上画面表示番号：センター設定(5/5) 拠点設定 (4/4) 

着信設定が「許可」で設定出来ない場合は、設定画面が表

示されません。※ 

 

 

 

 

 

ハイを選択し決定キー●押すと設定が完了します。 

イイエを選択した場合、「セッテイチュウシカクニン」画面

が表示されます。 

 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ｼﾞﾄﾞｳﾃｷﾆ ｾﾂｿﾞｸｼﾏｽｶ? 

 ﾊｲ 
 ｲｲｴ 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾁｬｸｼﾝｦ ｷｮｶｼﾏｽｶ? 

 ﾊｲ 
 ｲｲｴ 

[ｶｸﾆﾝ]             
ｾｯﾃｲｦ ﾄｳﾛｸｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 

 ｲｲｴ(ｾｯﾃｲﾊｷ) 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ｼﾞｷｮｸﾀﾞｲﾔﾙ No. ｾﾝﾀｸ 

 ｼﾃｲﾅｼ 
 1: 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾅﾏｴｦ ﾆｭｳﾘｮｸﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾀﾞｲﾔﾙ No.ｦ  
ﾆｭｳﾘｮｸﾃｸﾀﾞｻｲ 

> xxxxxxxxx 

No.1 
No.2 
No.3 
No.4 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
ﾄｳﾛｸ 
ﾍﾝｼｭｳ 
ｻｸｼﾞｮ 
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設定中にメニューボタンを押すとサブメニューが表示さ

れ、△▽キーで選び決定キー●押すことで設定の中止、前

の画面へ戻ることができます。 

チュウシを選択した場合、「セッテイチュウシカクニン」画

面が表示されます。 

 

 

 

 

 

△▽キーで選び決定キー●を押すことで設定の中止、 

前の画面へ戻ることができます。 

ハイを選択して設定を中止した場合は、今まで入力してい

た値は破棄されます。 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
1.ﾓﾄﾞﾙ 
2.ﾁｭｳｼ 

[ｾｯﾃｲ ﾁｭｳｼ ｶｸﾆﾝ]          
ｾｯﾃｲｦ ﾁｭｳｼｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 
ｲｲｴ 

※自局ダイヤル No.を「指定なし」とした場合、拠点設定で自局ダイヤル No.の設定がされていない場合は、

自動接続/着信設定の画面は表示されません。 

  ※装置/ダイヤルNo.当たりの接続可能セッションに空きが無い場合、自動接続設定の画面は表示されません。 

 

6.6 チャクシンリレキ 

  装置の着信履歴を表示します。履歴は約 15 分ごとに不揮発性メモリに書き込まれます。 

 

 

 

 

 

着信履歴を表示します。３０件まで日付と接続先ダイヤル

No.を表示できます。 

履歴に表示されている項目を△▽キーで選びます。 

 

 

 

 

 

メニューボタンを押して△▽キーでトウロクを選び決定キ

ー●押します。 

 

 

 

 

 

接続先の名前を設定します。 

入力後、決定キー●を押します。 

１５文字まで入力することができます。 

空白(スペース)は使用できません。 

右上画面表示番号：(1/3) 

 

 

 

 

 

接続先への自動接続を設定します。 

△▽キーで選び決定キー●押すことで許可、禁止をするこ

とができます。 

右上画面表示番号：(2/3) 

 

 

 

 

 

接続先からの着信を許可する/しないの設定をします。 

△▽キーで選び決定キー●押すことで許可、禁止をするこ

とができます。 

右上画面表示番号：(3/3) 

 

 

 

 

 

ハイを選択し決定キー●押すと設定が完了します。 

イイエを選択すると、「セッテイチュウシカクニン」画面が、

表示されます。 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
ﾄｳﾛｸ 
ｻｸｼﾞｮ 
TOP ﾒﾆｭｰ 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾅﾏｴｦ ﾆｭｳﾘｮｸﾃｸﾀﾞｻｲ 

>xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 
 

[ｶｸﾆﾝ]             
ｾｯﾃｲｦ ﾄｳﾛｸｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 

 ｲｲｴ(ｾｯﾃｲﾊｷ) 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ｼﾞﾄﾞｳﾃｷﾆ ｾﾂｿﾞｸｼﾏｽｶ? 

 ﾊｲ 
 ｲｲｴ 

[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ｾｯﾃｲ]         (X/X) 
ﾁｬｸｼﾝｦ ｷｮｶｼﾏｽｶ? 

 ﾊｲ 
 ｲｲｴ 

YY/MM/DD :xxxxxxxxx 
YY/MM/DD :xxxxxxxxx 
YY/MM/DD :xxxxxxxxx 
YY/MM/DD :xxxxxxxxx 
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設定中にメニューボタンを押すとサブメニューが表示さ

れ、△▽キーで選び決定キー●押すことで設定の中止、前

の画面へ戻ることができます。 

チュウシを選択した場合、「セッテイチュウシカクニン」画

面が表示されます。 

 

 

 

 

 

△▽キーで選び決定キー●を押すことで設定の中止、 

前の画面へ戻ることができます。 

ハイを選択して設定を中止した場合は、今まで入力してい

た値は破棄されます。 

 

6.7 シュドウセツゾク 

電話帳で自動接続設定にしていない接続先を選択、または接続先ダイヤル No.を入力して接続を行います。 

なお、本操作前に 6.3(1)ダイヤル No.セッテイを実施してください。 

VLAN マッピングモードの時は、電話帳に登録のある接続先ダイヤル No.にのみ接続が行なえます。 

 

 

 

 

 

自局ダイヤル No.を決定キー●で選択します。拠点(子機) 

設定では１つのみ表示され、センター(親機)設定では５つ

表示されますので△▽キーで選び決定キー●で確定しま

す。続いて接続先のダイヤル No.を入力します。 

 
 
 
 
 

シュドウセッテイを選び決定キー●で選択しダイヤル No.

を入力するか、電話帳に登録済みのダイヤル No.を選び決定

キー●で選択してください。なお電話帳の最大登録数を超

えて入力することはできません。このため拠点(子機)設定

で電話帳に１件登録している場合はシュドウセッテイを選

択することはできません。 
 

 

 

 

 

シュドウセッテイを選択した場合は接続先の電話番号を入

力してください。 

 

 

 

 

 

自局ダイヤルNo.がSIPサーバに登録されていれば 通話キ

ーを押すことにより接続を開始します。 

 

 

 

 

 

接続を開始する前に確認画面が表示されます。接続する場

合はセツゾクスルを△▽キーで選び決定キー●で確定しま

す。 

 

 

 

 

 

シュドウセッテイした場合はその後ダイヤル No.を電話帳

に登録する画面が表示されます。ホゾンスルを選び決定キ

ー●で確定した場合は、電話帳に保存されます。このとき

接続先の名前はブランク、自動接続は禁止、自動着信は許

可になります。 

 

[ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ]          
1.ﾓﾄﾞﾙ 
2.ﾁｭｳｼ 

-ｼｭﾄﾞｳｾﾂ ｿﾞｸ- 
[ｼﾞｷｮｸ ﾀﾞｲﾔﾙ No] 
>xxxxxxxxx 

-ｼｭﾄﾞｳｾﾂ ｿﾞｸ- 
[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ﾀﾞｲﾔﾙ No.] 
ｼｭﾄﾞｳ ｾｯﾃｲ 
1:xxxxxxxxx 

ｼｭﾄﾞｳｾﾂｿﾞｸｶﾞ ｵｺﾅｴﾏｽ 
ｼｭﾄﾞｳｾﾂｿﾞｸ ｽﾙﾆﾊ  
ﾂｳﾜﾎﾞﾀﾝ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

[ｾﾂｿﾞｸｦ ｶｲｼ ｼﾏｽｶ?]
ｾﾂｿﾞｸ ｽﾙ 
ｾﾂｿﾞｸ ｼﾅｲ 

-ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳﾍﾉﾄｳﾛｸ ｶｸﾆﾝ- 
[ﾃﾞﾝﾜﾁｮｳﾍﾄｳﾛｸｼﾏｽｶ?] 
ﾎｿﾞﾝ ｽﾙ 
ﾎｿﾞﾝ ｼﾅｲ 

-ｼｭﾄﾞｳｾﾂ ｿﾞｸ- 
[ｾﾂｿﾞｸｻｷ ﾀﾞｲﾔﾙ No.] 
> xxxxxxxxx 

[ｾｯﾃｲ ﾁｭｳｼ ｶｸﾆﾝ]          
ｾｯﾃｲｦ ﾁｭｳｼｼﾏｽｶ? 
ﾊｲ 
ｲｲｴ 



 
 

6.8 シュドウセツダン 

確立しているセッションを指定して手動で切断します。なお電話帳にて自動接続にしているセッションに

ついては本操作により切断できますが、その後再接続されます。 

 
 
 
 

左画面例に表示される 1-1 は「自局ダイヤル No.No.1」－「接続

先ダイヤル No.1」の組を意味しています。センター(親機)設定で

複数接続を行っている場合は表 6.6 のように複数組が表示されま

す。 

画面に表示された組のうち、○状態の組を選んで決定キー●で選

択します。その後切断キーを押すことによりセッションを切断し

ます。 

表 6.6 1:4 構成画面表示例 

構成 構成図 画面表示 

１：４ 

No.1
No.2
No.3

 

親機 
1-1: ＊ 
2-1: ○ 
3-1: ○ 
3-2: ○ 
1-2～6､2-2～6､3-3～6､ 
4-1～6､5-1～6：－ 
 
子機１ 
1-1: ＊ 
 
子機 2～4 
1-1: ○ 

1-1:  ○ 
 
 
 

親機 

子機１ 

子機 2

子機 3 子機 4

ダイヤルナンバーは３つ 

未接続 

１つは２台の子機を接続 
(NTT 西エリア) 

   表示記号の＊は SIP セッション NG、－は設定なし、×は SIP セッションは OK だが接続先装置との VPN が NG 
○は接続先装置との VPN が OK を示します。 

 
 

6.9 ソウチジョウタイ 

（１）セツゾクジョウタイ 

 

 

 

 

接続組ごとの接続状態を表示します。シュドウセツダンにて表示

される内容と同じです。 
1-1:  ○ 
 
 
 

 

（２）イーサポート ジョウタイ 

 

 

 

 

WAN、LAN1～4、管理ポートの接続モードを表示します。 

リンクしていないポートはミセツゾクになります。 

 

（３）ソウチジョウホウ 

 

 

 

 

装置のファームウェアバージョン、 

WAN ポートの MAC アドレス、製造番号を表示し

ます。 

[ﾎﾟｰﾄ ｼﾞｮｳﾀｲ] 
WAN  :100M Full 
LAN1 :100M Full 
LAN2 :ﾐｾﾂｿﾞｸ  

[ｿｳﾁ ｼﾞｮｳﾎｳ] 
Ver:V3.0.1-00xxxxxx 
MAC:004041D00150 
Ser:J0870001A 

ファームウェアバージョン
MAC アドレス 
製造番号 
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（４）ログ 

装置のログを表示します。ログは約 15 分ごとに不揮発性メモリに書き込まれます。 

 

 

 

 

警報関連または全てのログを表示します。 

△▽キーで選び決定キー●で選択します。各ログは最新のものか

ら１件ずつ表示します。 

 

6.10 ホシュ 

（１）ファーム アップデート 

 

 

 

 

ファームウェアをルート(￥)ディレクトリに保存した USB メモリ

を USB ポートへ差し込みます。決定キー●を押すと実行します。

アップデート終了後、何か key を押すと装置は再起動します。 

 

 

注意 

ファームアップデート画面で指定するアップデートファイルは正しく配布さ

れたものをご使用下さい。 

本装置用ファームウェア以外のファイルを指定してアップデートを実行する

と、装置が起動しなくなる場合があります。 

 
注意 V3.0.4以下にはバージョンダウンできません。 

 

 

（２）ログホゾン 

 

 

 

 

USB メモリを USB ポートへ差し込みます。決定キー●を押すと USB

メモリへ装置ログをコピー開始します。user.log 名で保存されま

す。 

[ﾛｸﾞ] 
ｹｲﾎｳﾛｸﾞ 
ｽﾍﾞﾃ 
 

[ﾌｧｰﾑ ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ] 
- USB ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ - 
ﾌｧｰﾑｱｯﾌﾟ ｼﾞｯｺｳ 

 

[ﾛｸﾞ ﾎｿﾞﾝ] 
- USB ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ - 

ﾎｿﾞﾝｽﾙ 
 

 

 

注意 
ファームウェアアップデートやログ保存中等USBメモリへアクセス中にUSBメ

モリを引き抜くと、USBポートやUSBメモリが故障する場合があります。USB

メモリを引き抜く場合はアクセスをしていない時に行ってください。 

 

（３）カルテホゾン 

 

 

 

 

装置障害時に装置情報等解析に必要な情報を一つのファイル(カ

ルテファイル)に保存することができます。 

USB メモリを USB ポートへ差し込みます。決定キー●を押すと USB

メモリへ装置情報をコピー開始します。karte 名で保存されます。

装置障害問い合わせの際にカルテファイル(karte)を提示くださ

い。 

[ｶﾙﾃ ﾎｿﾞﾝ] 
- USB ｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ - 

ﾎｿﾞﾝｽﾙ 
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７．Webブラウザによる設定・管理 
 

 注意 
設定操作中に装置の電源をOFFしますと、設定内容が消え工場出荷状態に戻る

場合があります。設定作業中は絶対に装置の電源をOFFしないでください。 

 

7.1 Webブラウザの接続 

本装置の管理ポートの工場出荷時設定は IP アドレス 192.168.0.1 サブネットマスク 255.255.255.0

になっています。 

管理用端末の IP アドレスを本装置に合わせ同じネットワークとなるよう設定します。 

(例：管理端末 IP アドレス 192.168.0.100  サブネットマスク 255.255.255.0) 

Web ブラウザのアドレスバーに、 

URL：http://192.168.0.1:8090 

を入力してください。 

 

※ Web ブラウザは Internet Explorer のバージョン 6以上を使用してください。 

 その他のブラウザ・バージョンを使用すると、正しく動作しない・表示が乱れるなどの場合があ

ります。 

※ Internet Explorer のプロキシ設定が有効になっていると接続できない場合があります。 

※ Internet Explorer の設定を以下のようにしてください。 

 [ツール(T)]-[インターネットオプション(O)]-[セキュリティ]-[レベルのカスタマイズ(C)] 

 ・スクリプト－アクティブスクリプト：有効 

 ・ダウンロード－ファイルのダウンロード：有効。 

 [ツール(T)]-[インターネットオプション(O)]-[全般]-[インターネット一時ファイル]-[設定

(S)] 

 ・保存しているページの新しいバージョンの確認：ページを表示するごとに確認する(E) 
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7.2 ユーザ名、パスワードの入力 

本装置に接続するとユーザ名とパスワード入力画面がポップアップしますので、以下を入力して 

ください。 

 

ユーザ名 ：admin （小文字） 

パスワード：admin （小文字） （出荷時設定） 

 

 
 

 

 

注意 

本装置の出荷時パスワードを変更しない場合、管理ポートから誰でも本装置の設定を行

うことができます。セキュリティの面から非常に危険なため、パスワードを変更してご

使用になることを強く推奨します。パスワードの変更は、本書「7.11 オプション」の

ログイン・パスワード変更を参照してください。 
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7.3 メニュー 

Web ブラウザに表示されるメニューは以下のようになっています。 

設定の手順として、まず自局ダイヤル No.設定（「装置設定」－「ダイヤル No.設定」）を実施してくだ

さい。接続先ダイヤル No.設定（電話帳または手動接続）はその後に実施してください。 

メイン サブメニュー 内容 

ホーム 

7.4 参照 

－ 本装置にログインすると表示されます。 

自局のエリア設定（西日本/東日本）、センター設定/拠点設定、 

現在の時刻が表示されています。 

装置設定 

7.5 参照 

ﾀﾞｲﾔﾙ No.設定 自局ダイヤル No.・パスワードを設定します。センター(親機)設定で

は最大５つまで設定できます。 

ＮＴＴ東日本エリア設定の場合はパスワードの入力は不要です。SIP

サーバのIPv6アドレスがＮＴＴ東日本にて変更があった場合には修

正ができます。 

 ﾎﾟｰﾄ設定 WAN・LAN・管理ポートの通信モード、クロス/ストレート設定をしま

す。 

 ｶﾚﾝﾀﾞｰ設定 日付・時刻設定をします。 

 暗号設定 センター(親機)設定の場合に表示されます。WAN 側の暗号化設定を行

います。拠点(子機)側もセンター(親機)に合わせて自動で変更され

ます。 

 ﾙｰﾌﾟ検出設定 WAN側とLAN側にループが検出された場合のパケット処理設定をしま

す。 

 管理ﾎﾟｰﾄ設定 管理ポートの IP アドレス設定をします。 

 拠点/VLAN 

マッピング設定 

センター(親機)設定の場合に表示されます。拠点と VLAN タグのマッ

ピングにより、VPN 内をセグメント分けすることが出来ます。 

 センター折り返し 

転送設定 

センター(親機)設定の場合に表示されます。拠点から受信したパケ

ットを他の拠点に折り返し転送する設定をします。 

 帯域制御設定 WAN 出力の帯域を設定します。 

 VPN 監視設定 VPN 監視の時間間隔を設定します。 

電話帳 

7.6 参照 

－ 接続先装置のダイヤル No.、接続条件の設定を行います。 

着信履歴 

7.7 参照 

－ 着信履歴を表示します。３０件まで保存できます。 

履歴の相手へ接続、電話帳への登録、履歴の削除ができます。 

手動接続 

7.8 参照 

－ 接続先のダイヤル No.を直接入力して接続します。センター(親機)

設定で複数のダイヤルNo.を持つものは自局ダイヤルNo.を選択しま

す。 

装置状態 

7.9 参照 

導通確認 接続先装置との導通を確認できます。センター(親機)設定で複数の

拠点と接続している場合は、１箇所でも障害がある場合は NG になり

ます。 

 接続状態 接続先との状態(NTT網内の SIPサーバへの登録状態、接続先とのSIP

セッション状態、VPN 状態)を表示します。切断もできます。 

 ｲｰｻﾎﾟｰﾄ状態 WAN､LAN､管理ポートの通信モード(10/100M,Full/Half Duplex)を表

示します。 

 装置情報 MAC アドレス、シリアル番号、システムバージョンを表示します。 

 ﾛｸﾞ ログを表示します。 

保守 

7.10 参照 

ﾌｧｰﾑｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ ファームウェアを保存した USB メモリを装置へ差込むか、管理ポー

トに接続したPCにてファームウェアを保存したフォルダを指定する

かのいずれかにより、装置はファームウェアを読み込みアップデー

トします。 

 ﾛｸﾞ保存 USB メモリもしくは指定したフォルダへ装置のログを保存します。 

 ﾛｸﾞｸﾘｱ ログを消去します。 
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 ｶﾙﾃ保存 メーカへ問い合わせの際に使用する装置情報(カルテ)を USB メモリ

もしくは指定したフォルダへ保存します。 

 LCD ﾛｯｸﾅﾝﾊﾞｰ初期化 LCD ロックナンバーを出荷時設定の値に戻します。 

 初期化 装置を出荷時設定にします。ログインパスワード、管理ポートアド

レスを除きます。 

オプション 

7.11 参照 

ﾛｸﾞｲﾝ･ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ変更 本装置へのログイン名とパスワードを変更します。 

 外部コマンド 

パスワード変更 

外部コマンドユーザーのパスワードを変更します。 

 外部コマンド 

監視タイマ設定 

外部コマンドの無通信状態監視時間を設定します。 

 接続先ファーム 

アップデート 

接続先装置のファームウェアをアップデートできます。 

センター(親機)設定、拠点(子機)設定どちらでも実行できます。 

 

7.4 ホーム画面 

本装置にログインすると以下のようなホーム画面が表示されます。 

 

① 

② 
③ 
④ 
⑤ 

 

① メインメニューです。 

大項目として、 

「装置設定」「電話帳」「着信履歴」「手動接続」「装置状態」「保守」「オプション」 を選択できます。

上の図は NTT 西日本エリア・拠点側(子機)設定でログインした時の表示です。 

  

② エリア設定を表示します。DIP スイッチにより変更できます。5.2 参照 

    

③ センター側(親機)、拠点側(子機)の区別を表示します。5.1 参照   

    

④ 現在の日時を表示します。   

    

⑤ 外部コマンドモードの場合、「現在、外部コマンドモードで起動中です。」

と表示します。 
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7.5 装置設定 

 装置基本設定（ダイヤル No.設定、WAN・LAN・管理ポート設定、カレンダー設定、暗号設定(センター設定

時のみ)、ループ検出設定、管理ポート設定、拠点／VLAN マッピング設定(センター設定時のみ)、センター折

り返し転送設定(センター設定時のみ)、帯域制御設定、VPN 監視設定）ができます。サブメニューから設定す

る項目を選択します。 

 

 

 
サブメニュー 

（１）ダイヤル No.設定 

 装置自身のダイヤル No.を設定します。装置がセンター(親機)設定の場合は５つまで、拠点(子機)設定の場

合は１つ設定します。「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

  
NTT 西日本エリア、センター(親機)設定 NTT 東日本エリア、センター(親機)設定 

※NTT 東日本エリア設定の場合、SIP サーバ設定を表示します。 
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NTT 西日本エリアでは
パスワードを入力 

契約時に割り当てられたダイヤル No.を入力してください。エリアがＮＴＴ西日本の場合は契約時に割り当

てられたパスワードも入力してください。装置はパスワードにより網側と認証を実施し SIP サーバの IPv6 ア

ドレスを自動取得しています。 

 

SIP サーバアドレスは

通常変更せずに使用く

ださい。 

一方ＮＴＴ東日本の場合はパスワードによる認証機能はありません。SIP サーバの IPv6 アドレスは 2008

年 7 月時点で固定(2001:c90:0:3::1)となっています。通常は変更せずに使用ください。万一変更になった場

合には、NTT 東日本から通知されたアドレスに修正してください。 

 

注意 

[設定]ボタンを押さずに別の画面を表示したり、Web ブラウザを閉じたりする

と、設定が装置に反映されません。 

設定を装置に反映させる場合は、必ず[設定]ボタンを押してから次の操作を行

ってください。 

 



 
 

（２）ポート設定 

 WAN、LAN１～４、管理ポートの通信モード設定およびクロス/ストレート(MDI-X /MDI)設定を行えます。出

荷時設定は全て自動（Auto-Negotiation、Auto-MDI/MDI-X）になっております。変更した場合は「設定」ボ

タンをクリックしてください。 
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（３）カレンダー設定 
 装置の日時を設定します。設定した時刻は着信履歴、ログおよびホーム画面の時刻表示に反映されます。

変更した場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

 
（４）暗号設定 

 センター(親機)設定の場合に暗号化設定ができます。拠点(子機)設定では表示されません。 

１：１接続にて拠点(子機)設定の対向の場合は暗号化通信となります。 

 出荷時設定は有効になっています。変更した場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 
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（５）ループ検出設定 

 MACアドレスを監視してWAN側とLAN側間でループしている場合に検出した当該パケットの転送を停止させ

ストームの発生を防ぎます。出荷時設定は有効になっています。変更した場合は「設定」ボタンをクリック

してください。 

 

 
（６）管理ポート設定 

 管理ポートの IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイアドレスを順に設定します。出荷

時設定は IP アドレス 192.168.0.1、サブネットマスク 255.255.255.0、デフォルトゲートウェイ ブランクに

なっています。変更した場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 
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（７）拠点／ＶＬＡＮマッピング設定 

 センター(親機)設定の場合に拠点／ＶＬＡＮマッピングの設定ができます。拠点(子機)設定では表示され

ません。また、当該機能は優先切替スイッチをオフに設定している場合のみ有効となります。 

出荷時設定は「透過する」になっています。ＶＰＮ内をセグメント分けして使用する場合は「マップする」

を選択してください。 

 

「マップする」を選択した場合、「全ての拠点を同一マッピングにする」または「個別にマッピングにする」

の選択が行えるようになります。「透過する」を選択した場合、特に設定する項目は表示されません。 

「全ての拠点を同一マッピングにする」場合は、全拠点に同一の「VLAN ID」と「User Priority」を設定し

ます。「個別にマッピングにする」場合は、電話帳に登録した拠点ごとに「VLAN ID」と「User Priority」を

設定します。変更した場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 
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「全ての拠点を同一マッピングにする」設定 「個別にマッピングにする」設定 

※すでに「全ての拠点を同一マッピングにする」設定していた装置を「個別にマッピングにする」設定に変

更する場合、電話帳に登録した拠点ごとに設定する「VLAN ID」と「User Priority」は、「全ての拠点を同一

マッピングにする」設定時の値が引き継がれるようになっております。変更した場合は「設定」ボタンをク

リックしてください。 

 

（８）センター折り返し転送設定 

 センター(親機)設定の場合にセンター折返転送の設定ができます。拠点(子機)設定では表示されません。

センター装置を返した拠点－拠点間通信の全てを許可するか、禁止するかを設定できます。出荷時設定は「許

可する」になっています。変更した場合は「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

34 



 
 

（９）帯域制御設定 

 WAN 出力の帯域を「 制限なし／１．５Ｍ／１Ｍ／０．５Ｍ／０．２５Ｍ 」から選択して設定することがで

きます。出荷時設定は「 制限なし 」になっています。変更した場合は「設定」ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

※帯域制御設定に関係なく、セッション単位の帯域は２Ｍbps 固定です 
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（１０）VPN 監視設定 

 セッションが確立し、VPN 通信が可能となっている装置間ごとの接続確認間隔を「３２秒／１６秒／８秒／

４秒 」から選択して設定できます。当該設定値に従って VPN 接続状態を監視し、確認に失敗すると「VPN 警

報」がログに残ります。また、５回連続で「VPN 警報」が確認された場合、対向装置が切断されたと判断して

VPN を切断します。出荷時設定は「 ８秒 」になっています。 

 

注意 
WAN の帯域が狭い回線を用いて接続している場合は、正常接続していても VPN

警報が頻発して発生し、場合によっては VPN 切断に至ることがあります。 

このような場合は、VPN 監視設定間隔を延ばして下さい。 
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7.6 電話帳 

『No.1 ～ 10』『No.11 ～ 20』『No.21 ～ 30』『No.31 ～ 40』『No.41 ～ 50』のボタンを押すと登録 No.

ごとに接続先の一覧が表示されます。『電話帳登録件数』には、接続先の登録数が表示されます。 

接続先の登録(ダイヤル No.、名称、自動接続・着信の許可/禁止)は「電話帳新規追加」ボタンをクリック

し行います。最大５０件の登録が行なえます。 

 なお、本操作前に自局ダイヤル No.を、7.5(1)ダイヤル No.設定にて実施してください。 

 

 

 接続先名称（全角カタカナで１５文字以内）、接続先ダイヤル No.を入力します。センター (親機)で複数の

ダイヤル No.を設定している場合は自局ダイヤル No.からひも付けするダイヤル No.、もしくは『指定なし』

を選択してください。 

次に条件設定をします。自局ダイヤル No が『指定なし』の場合は自動接続設定と着信設定は自動的に禁止

になり選択はできません。自局ダイヤル No.からひも付けするダイヤル No.を選択している場合は自動接続設

定 許可・禁止を選択できます。自動接続を許可にすると接続先と接続できるまで接続動作を繰り返します。

接続先に装置が設置されていない場合や後で必要な時に接続する場合は禁止にします。続いて着信設定にて

設定した接続先からの着信を許可・禁止(自局からの接続のみ許可)を選択します。なお、自動接続許可をす

る登録数には制限があります。 

  設定モード 最大自動接続･許可登録数 
センター(親機)、NTT 西 15 件 
センター(親機)、NTT 東 5 件 
拠点(子機) 1 件 
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「設定」ボタンを押すと、「電話帳の No.xx に追加しました」のメッセージが表示されます。  



 
 

「編集」ボタンを押すと、既存設定の編集が可能です。 
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7.7 着信履歴 

 装置の着信履歴を最大 30 件表示します。「接続」ボタンをクリックすると接続先に接続を開始します。

ただし、拠点(子機)設定で既に電話帳に１件登録されている等、電話帳の最大登録件数に達している場

合は接続できません。 

 

「登録」ボタンをクリックすると電話帳に登録ができます。ただし電話帳の登録制限数以内の場合に限

ります。 
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7.8 手動接続 

接続先のダイヤル No.を入力して接続を行います。センター (親機)設定で複数のダイヤル No.を設定

している場合は自局ダイヤル No.からひも付けするダイヤル No.を選択してください。ただし、拠点(子

機)設定で既に電話帳に１件登録されている等、電話帳の最大登録件数に達している場合は接続できませ

ん。 

なお、本操作前に自局ダイヤル No.を 7.5(1)ダイヤル No.設定にて実施してください。 

 

※拠点(子機)設定の場合、”自局ダイヤル No.”は表示されません。 
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7.9 装置状態 

 接続先の装置との導通確認、接続状態、ポート状態、装置情報、ログを確認できます。 

 

る場合は、

全ての拠点との導通が確認できた場合に OK、一箇所でも障害がある場合は NG となります。 

 

（１）導通確認 

 接続先の装置との導通を確認します。センター(親機)設定で複数の拠点(子機)と接続してい

 



 
 

（２）接続状態 

 現在接続中の接続先および電話帳に登録されている接続先との状態を表示します。「切断」ボタンをクリッ

クすると SIP セッション/VPN を切断できます。ただし自動接続設定が許可になっている場合は、その後接続

を自動で開始します。 

 

 

（３）イーサポート状態 

 WAN、LAN1～4、管理ポートの接続モードを表示します。リンクアップしているポートでは速度・全二重/半

二重が表示され、リンクダウンしているポートでは表示されません。 
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（４）装置情報 

 装置の WAN ポート MAC アドレス、シリアル番号、システムバージョン(ファームウェアバージョン)を表示

します。 

 

 

（５）ログ 

 装置のログを最大 1000 件まで表示します。「警報ログのみ表示する」ボタンをクリックするとエラー等の

警報関連のログだけを見ることができます。ログは約 15 分毎に不揮発性メモリへ保存されます。 
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7.10 保守 

 装置の保守に関する項目です。ファームウェアアップデート、ログ保存・クリア、保守情報(カルテ)の保

存、LＣＤロックナンバー初期化、装置初期化ができます。 

 

 

（１）ファームアップデート 

 自局のファームウェアをアップデートできます。アップデートは USB メモリまたは管理ポートに接続した

PC から実施できます。 

USB メモリを使用する場合はアップデート対象のファームウェアをルート(\)ディレクトリに保存し USB ポ

ートに差込みます。また PC からアップデートする場合はアップデートファイルを「参照」ボタンをクリック

して指定します。どちらの場合も次に[ファイル読み込み]ボタンを押してください。 

ファイルを読み込み後、次に表示される画面で「ファームアップデート」ボタンをクリックします。 

ファームアップデート中は、決して電源を切らないようにお願いします。 

アップデート完了後、必ず[自局装置を再起動する]ボタンをクリックし装置の再起動を行ってください。 
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注意 
ファームアップデート中に装置の電源をOFFしますと、装置が起動しなくなる

場合があります。ファームアップデート中は絶対に装置の電源をOFFしないで

ください。 

 

注意 

ファームアップデート画面で指定するアップデートファイルは正しく配布さ

れたものをご使用下さい。 

本装置用ファームウェア以外のファイルを指定してアップデートを実行する

と、装置が起動しなくなる場合があります。 

 
注意 V3.0.4以下にはバージョンダウンできません。 

 
（２）ログ保存 

 ログを管理ポートへ接続している PC または USB メモリに保存できます。 

 

 

注意 
ファームウェアアップデートやログ保存中等USBメモリへアクセス中にUSBメ

モリを引き抜くと、USBポートやUSBメモリが故障する場合があります。USB

メモリを引き抜く場合はアクセスをしていない時に行ってください。 

 
（３）ログクリア 
 「ログクリア」ボタンをクリックすることでログを消去できます。 
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（４）カルテ保存 
 装置障害時に装置情報等解析に必要な情報を一つのファイル(カルテファイル)に保存することができます。 

保存先は USB メモリまたは管理ポートに接続した PC を選択できます。ファイル名は karte で保存されます。 

装置障害問い合わせの際にカルテファイル(karte)を提示ください。 

 
 

（５）ＬＣＤロックナンバー初期化 

 ＬＣＤロックナンバーを工場出荷時の値へ戻すことができます。 
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（６）装置初期化 

 管理ポートのネットワーク設定とログイン名・パスワード、ログ、着信履歴以外の全ての設定を工場出荷

時の初期値へ戻すことができます。「初期化」ボタンをクリックすると初期化を実行し自動的に再起動します。 

 
 

 
注意 

装置初期化中に電源をOFFしますと、装置が起動しなくなる場合があります。

装置初期化中は絶対に装置の電源をOFFしないでください。 
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7.11 オプション 

 ログイン名・パスワードの変更、外部コマンドパスワード変更、外部コマンド監視タイマ設定、接続先フ

ァームアップデートができます。 

 

 

（１）ログイン・パスワード変更 

 ログイン名(ユーザ名)・パスワードを変更できます。 

 出荷時設定は どちらも admin になっています。 

 セキュリティ確保のため、ログイン名・パスワードは変更してお使いください。 

 ログイン名・パスワードを半角英数で８文字入力してください。半角スペースは使用できません。 
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（２）外部コマンドパスワード変更 

 外部コマンドパスワードを変更できます。(ログイン名は extuser 固定です。変更できません。) 

 出荷時設定はログイン名と同じ extuser となっています。 

 セキュリティ確保のため、パスワードは変更してお使いください。 

 パスワードを半角英数で８文字入力してください。半角スペースは使用できません。 

 

 

（３）外部コマンド監視タイマ設定 

 外部コマンド無通信状態監視時間を変更できます。 

 デフォルトは３分です。 
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（４）接続先ファームアップデート 

接続先装置のファームウェアアップデートができます。センター(親機)設定、拠点(子機)設定どちらでも

実行できます。 

接続先ファームアップデートを行うには、VPN 接続が確立している必要があります。 

自局のアップデート（7.10 保守(1)ファームアップデート）と同様に行います。アップデートする対象拠

点は１つずつ選択し実施します。 

 

 
 

注意 

拠点側で自局ファームアップデート中に、センター側からその拠点に接続先

ファームアップデートを行うと、ファームアップデートに失敗し、30分間再

ファームアップ出来なくなります。接続先ファームアップデートと自局ファ

ームアップデートは同時に行わないように注意して下さい。 

 

 

注意 

接続先ファームアップデート中、帯域が細いなどの理由でパケット落ちが発

生しやすい環境下では、ファームアップデートデータのやり取りが中断され、

エラー終了する場合があります。 

特に、ADSL回線をご使用の場合は注意が必要です。 

もし、万が一、エラー終了してしまった場合は、次ページの「※接続先ファ

ームアップデートエラー時の対処について」をご覧下さい。 
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※接続先ファームアップデートエラー発生時の対処について 

接続先ファームアップデート実行中、帯域が細いなどの理由でパケット落ちが発生しやすい環境下では、

エラー終了してしまうことがあります。そのエラー番号によって、その後の対処が変わりますので、表示

されたエラー番号に従って、以下の処理を行って下さい。 

 

(A) 「ファームアップデートでエラーが発生しました。[8021]」あるいは「エラーが発生しました。[8039]」 

  がエラーメッセージとして出たら、パケット落ちが原因のエラーを示します。 

再度接続先ファームアップデートを実行して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(B) 「現在、接続先はファームアップデートを実行しています。[8101]」がエラーメッセージとして出た

ら、接続先は受け取ったファームデータでアップデートを実行中であることを示します。 

このアップデートは１０分程度で終了しますので、１０分以上経過したら、「接続先装置を再起動す

る」ボタンを押しファームウェアを有効にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(C) (A), (B) どちらにも該当しないエラーが発生した場合は、別の要因でエラーなったことが考えられま

す。この場合も、再度接続先ファームアップデートを実行して下さい。 
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7.12 Webブラウザの終了 

操作を終了したらブラウザを終了させてください。 

 

7.13 接続先の装置を管理 

 接続先の装置を Web ブラウザにてログの確認や設定変更を行うには接続先の装置の管理ポートを空い

ている LAN ポートに接続します。このように接続することで VPN を経由して管理ポートにアクセスできま

す。なお、管理ポートの IP アドレスは他の機器と重ならないように適正に設定してください。 

 

USB 管理

優先

WAN

 

フレッツ網

 

USB 管理

優先

WAN

 

管理用端末

ONU、ADSLモデム、CTU等

ONU、ADSLモデム、CTU等

管理ポートを空いている
LANポートに接続する

管理ポートを空いているLANポートに接続、
管理用端末は別のLANポートに接続する
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８．外部コマンドモード 
 

8.1 外部コマンドモード 

本装置の管理ポートから SSH でログインし、外部コマンドモード(DIP スイッチ Bit8：ON)ならば、

以下のような画面が表示され、AT コマンドが使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・ログイン名／パスワードは、Web ブラウザの「オプション」の「外部コマンドパスワード変更」で、 

    変更することができます。（出荷時のログイン名／パスワードは extuser/extuser。） 

   ・AT コマンドのログインは、１ユーザーのみ。 

   ・AT コマンドのログアウトは、終了コマンド「END」でログアウトします。ただし、Web ブラウザ 

    の「オプション」の「外部コマンド監視タイマ設定」で設定した時間を越えても、何もコマンドの 

入力が無い場合、次にログインした人がログインできます。 

・外部コマンドモード中は、電話帳の既存設定は一切無視し、AT コマンドによる発呼、着信許可、 

切断のみに従います。 

・外部コマンドモード中は、VPN が切断したら VPN キープアライブも停止し VPN 再接続はしません。 

  （手動接続した場合と同じ動作になります。） 

・外部コマンドモード中は、VLAN マッピング機能は無効となります。 

AT Command Start 

■ 



 
 

8.2 外部コマンドモードのＡＴコマンド 

本装置の管理ポートから SSH でログインすると、ＡＴコマンドとして以下のコマンド入力が可能と

なります。詳細は、URL： http://www.flebo.net/より「AT コマンドマニュアル」を参照して下さい。 

(1)ＡＴコマンド 

A/ コマンドリピート 

【書式】 

【説明】 

A/  

直前に実行したコマンドを再実行する。 

A 応答 

【書式】 

【説明】 

ATA<CR> 

Flebo Dial からの着信通知（RING）に対して、着信を許可する。 

#A  応答拒否 

【書式】 

【説明】 

AT#A<CR> 

Flebo Dial からの着信通知（RING）に対して、着信を拒否する。 

#Bn BUSY リザルトコード形式指定 

【書式】 

【説明】 

AT#Bn <CR> 

BUSY リザルトコードの形式を指定する。 

#Cn CONNECT リザルトコード形式指定 

【書式】 

【説明】 

AT#Cn <CR> 

CONNECT リザルトコードの形式を指定する。 

D 発信 

【書式】 

【説明】 

ATD 《 [ダイヤルパラメータ] 》 [電話番号] 《 [セパレートキャラクタ][任

意文字列] 》 <CR> 

指定の電話番号に対して発呼する。 

En 入力コマンドエコーバック 

【書式】 

【説明】 

 

ATEn <CR> 

Flebo Dial に接続する端末に対して入力コマンド文字列をエコーバックする

か否かを指定する。 

&F デフォルト設定   

【書式】 

【説明】 

AT&F <CR> 

Flebo Dial の外部コマンド設定をリセットします。 

Hn 切断   

【書式】 

【説明】 

ATHn 《:（コロン）[電話番号]》<CR> 

n=0 で’:’以降が省略されている時、現在接続中の全セッションを切断する。

In 装置情報表示 

【書式】 

【説明】 

ATIn <CR> 

n の値に従って装置情報を返す。 

#Nn NO CARRIER リザルトコード形式指定 

【書式】 

【説明】 

AT#Nn <CR> 

NO CARRIER リザルトコードの形式を指定する。 
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@Pn           発信自局ダイヤル No.指定 

【書式】 

【説明】 

AT@Pn <CR> 

発信する際の自局ダイヤル No.を指定する。 

Qn リザルトコード送出設定 

【書式】 

【説明】 

ATQn <CR> 

Flebo Dial に接続する端末に対してリザルトコードを返すか返さないかを設

定する。 

#Rn RING リザルトコード形式指定 

【書式】 

【説明】 

AT#Rn <CR> 

RING リザルトコードの形式を指定する。 

#Sn?   呼の状態表示 

【書式】 

【説明】 

AT#Sn? <CR> 

n で指定する自局ダイヤル No.の呼の状態を表示する。n=1～5 

Vn   リザルトコード文字／数字設定 

【書式】 

【説明】 

ATVn <CR> 

リザルトコードを文字形式とするか数字形式とするかを設定します。 

Z リセット 

【書式】 

【説明】 

ATZ <CR> 

Flebo Dial のセッション、外部コマンド設定をリセットします。 

END 終了 

【書式】 

【説明】 

END <CR> 

AT コマンドを終了して、SSH をログアウトする。 
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 (2) ＡＴコマンドのリザルトコード 

入力したＡＴコマンドに対して返ってくる文字列である。 

0：OK 

文字形式  <CR><LF>OK<CR><LF> 

数字形式   0<CR> 

【表示例】 

 

【説明】 正常に実行できるコマンドを受信した時に表示する。 

1：CONNECT   

文字形式  <CR><LF>CONNECT<CR><LF> など（#Cn コマンド参照） 

数字形式   1<CR> など（#Cn コマンド参照） 

【表示例】 

 

【説明】 他との SIP セッションを確立した時に表示する。 

2：RING 

文字形式  <CR><LF>RING<CR><LF> など（#Rn コマンド参照） 

数字形式   2<CR> など（#Rn コマンド参照） 

【表示例】 

 

【説明】 他からの INVITE を受信した時に表示する。 

3：NO CARRIER 

文字形式  <CR><LF>NO CARRIER<CR><LF> など（#Nn コマンド参照） 

数字形式   3<CR> など（#Nn コマンド参照） 

【表示例】 

 

【説明】 （1） D コマンドを受けた後、SIP 登録未完了であった時 

（2） D コマンドを受けた後、SIP 接続を試みたが BUSY HERE 以外の理由 

で失敗した場合。 

（3） リザルトコード”CONNECT”を表示したコネクションが切断した時。 

4：ERROR 

文字形式 <CR><LF>ERROR<CR><LF> 

数字形式 4<CR> 

【表示例】 

 

【説明】 構文エラーなどでコマンドが実行できない場合に表示する。 

7：BUSY 

文字形式  <CR><LF>BUSY<CR><LF> など（#Bn コマンド参照） 

数字形式   7<CR> など（#Bn コマンド参照） 

【表示例】 

 

【説明】 Dコマンドを受けた後、SIP接続を試みたがBUSY HEREを受信して失敗した場合。
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8.3 外部コマンドモード時のＷｅｂ操作 

    Ｗｅｂの操作画面は、以下のようになります。（シートキーからの入力は全く行えません。） 

WEB の 

メインメニュー 
設定・表示項目 変更の有無（－は変更なし） 

東西設定表示 － 

センター／拠点表示 － ホーム 

時刻表示 － 

ダイヤル No 設定 － 

ポート設定 － 

カレンダー設定 － 

暗号設定 － 

ループ検出設定 － 

管理ポート設定 － 

拠点/VLAN マッピング設定 表示しない（設定できない） 

センター折り返し転送設定 － 

帯域制御設定 － 

装置設定 

VPN 監視設定 － 

電話帳 電話帳 表示しない（設定できない） 

着信履歴 着信履歴 － 

手動接続 手動接続 表示しない（操作できない） 

導通確認 表示しない 

接続状態 － 

イーサポート状態 － 

装置情報 － 

装置状態 

ログ － 

ファームアップデート － 

ログ保存 － 

ログクリア － 

カルテ保存 － 

LCD ロックナンバー初期化 － 

保守 

装置初期化 － 

ログインパスワード変更 － 

外部コマンドパスワード変更 － 

外部コマンド監視タイマ設定 － 
オプション 

接続先ファームアップデート － 
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９．付録 
 

9.1 仕様 

外部インタフェース条件 

WAN 1 RJ-45 

LAN 4 RJ-45 

管理 1 RJ-45 

10BASE-T/100BASE-TX Auto Negotiation 

Auto MDI/MDI-X 

  

USB 1 USB2.0 ログの記録､ファームウェア更新等の用途 

VPN 機能 

VPN 接続最大数 同時接続15対地  

Max.1（子機） ダイヤル No.数 

Max.5（親機） 

スイッチにより拠点(子機)、センター(親機)

モード選択 

LAN 側 1522 バイト(イーサフレームサイズにて) MTU サイズ 

WAN 側 1500 バイト(IP データグラムサイズにて) 

MAC アドレス学習 自動学習 

 学習数 1024(LAN／WAN 間を通過するパケットの学習数) 

 1024 を超える新規エントリは学習済みエントリがエージング

により削除されるまで転送禁止 

 エージング時間 約 10 分 

優先機能  LAN→WAN 転送時の優先機能あり 

ポート優先 「優先スイッチ」により LAN ポート 1を優先  

VLAN タグ 「優先スイッチ」OFF の場合、ユーザプライオリティビット 4～

7のパケットを優先 

暗号化 AES 鍵長 256 ビット センター(親機)設定の場合 ON/OFF 可能 

帯域制御 １対地あたり 2Mbps にシェーピング 

ループパケット遮断 

機能 

ループパケットを検出し WAN 側への転送を禁止する機能 

LAN 側 L3 プロトコル非依存 転送プロトコル 

WAN 側 HTTPS,SIP,RTP ／IPv6 

保守・運用 

シートキー 

液晶ディスプレイ（20 文字×4行） 

管理ポート 

管理用インタフェース 

USB ポート 

液晶メニュー表示に従いシートキーによる入力 管理用 

アプリケーション Web ブラウザによる GUI 

使用環境条件 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 30～90% Rh  (ただし結露無きこと) 

本体 DC 12V （専用電源アダプタを使用する事） 電源条件 

電源アダプタ 定格電圧 100V 定格周波数 50Hz／60Hz 

保存条件 

保存温度 -10～70℃ 

保存湿度 20～90% Rh  (ただし結露無きこと) 

その他 

質量 約 800g    (本体のみ) 

寸法 W200×D145×H46.5 (mm)  (ただし突起物を除く) 

消費電力 15W 25VA 以下 

 

 

 



 

9.2 本装置の初期化について 

本装置の設定内容を工場出荷時の初期状態に戻す場合は、以下の方法で行ってください。 

①設定内容の初期化 (管理ポートのネットワーク設定とパスワードを除く) 

  (1)Web ブラウザ メインメニューの「保守」のサブメニューから「初期化」をクリックします。 

  (2)次に[初期化]ボタンを押してください。自動的に装置が再起動します。 

これにより管理ポートのネットワーク設定／ログイン名・パスワード／着信履歴・ログを除く全ての

設定内容が、工場出荷時の初期状態に戻ります。 
 ②管理ポートのネットワーク設定とログイン名・パスワードの初期化 

管理ポートのネットワーク設定／ログイン名・パスワードを初期化する場合は、以下の方法で行ってく

ださい。 DIPスイッチ

1 2 3 4

ON

Bit1を上へスライド

(1)本体底面の DIP スイッチの Bit1 を ON 側(上側)にしてください。 

(2)装置の電源をオフし、再度投入してください。 

(3)装置の起動完了後、工場出荷時の設定に戻っていることを確認してください。 

    管理ポート IP アドレス   :192.168.0.1 

サブネットマスク :255.255.255.0 

1 2 3 4

ON

DIPスイッチ

Bit1を下へスライド

   デフォルトゲートウェイ :0.0.0.0 ※ 

ユーザ名  :admin 

パスワード    :admin 

※デフォルトゲートウェイは出荷時ブランクになっています。本操

作後は 0.0.0.0 になります。 

(4)IP アドレスあるいはユーザ名・パスワードが初期化されていることを確認したら、 

DIP スイッチの Bit1 を OFF 側(下側)へ戻してください。 
 ③LCD ロックナンバーの初期化 

  LCD ロックナンバーの初期化は、以下の方法で行ってください。 

  (1)Web ブラウザ メインメニューの「保守」のサブメニューから「LCD ロックナンバー初期化」を 

    クリックします。 

  (2)次に「ナンバー初期化」ボタンを押してください。 

   これにより、LCD のロックナンバーが工場出荷時の初期状態に戻ります。 

 

 

 



 

１０．保証規定 
【保証期間】 
保証期間は、ご購入日から１年です。保証期間内に、ユーザーマニュアルの記載に従った正常な状態で故障

した場合、無償修理（物品によっては交換）致します。 
 
【保証が適用されない場合】 
保証期間内でも、以下のいずれかの項目に該当する場合は、有償修理とさせていただきます。 
また調査の結果、製品に異常が認められなかった場合でも、調査費用をお客様にご負担いただく事がありま

す。 
(1) ユーザーマニュアルに記載された使用方法や注意事項を逸脱した取り扱いによる故障。 
(2) 火災、地震、水害、落雷等の天災、ならびに異常電圧、落下等の外部要因による故障および損傷 
 
【保証の限度】 
本装置の故障、またはその仕様によって生じた直接、間接の損害について、(株)フジクラはその責任を負い

ません。 

 
【修理方法】 
修理は弊社、または弊社が指定する業者への持込、またはセンドバックにより行わせていただきます。弊社、

または弊社が指定する業者までの輸送費は、お客様のご負担となります。 

＊ 本保証は、日本国内においてのみ有効です。 

 

お問い合わせいただく際は、製品の製造番号をお知らせください。 

製造番号の確認方法は本体底面の製品ラベルに貼付の製造番号シール(バーコードシール)に記載してある、 

9 桁の数字になります。 

 

***-
*******
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製造番号

 

 



 

 

● 製品情報・サポート情報など 

Flebo サポートサイト 

URL： http://www.flebo.net/  

 

● 技術的なお問い合わせ先 

株式会社フジクラ 

光システム技術部  TEL:(03)5606-1202 

   FAX:(03)5606-1535 

〒135-8512 東京都江東区木場1-5-1 

Mail: flebo@fujikura.co.jp 
 

● 修理サービスのお問い合わせ先 
株式会社フジクラ 

LAN機器リペアセンター  TEL:(048)522-7415 

   FAX:(048)522-7405 

〒360-8515 埼玉県熊谷市箱田4‐10 

 

本装置の通信トラブルについて 
本製品の通信トラブルにより金銭的な被害を被っても、弊社は責任を

負いません。 

廃棄について 
本製品を廃棄するときには、地方自治体の条例にしたがって処理して

ください。詳しくは、地方自治体にお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
 
 

性能について 
本製品の機能・性能は、単体での確認・保証をしています。 

ネットワークサービスに接続した場合の機能・性能は、個々の条件に

より異なり、それを保証するものでは有りません。 
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